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◆第２次京丹後市議会 

◆国立大学法人京都工芸繊維大学の研究活動拠点施設 

　　　　　　　　　　　　「（仮称）京丹後研究センター」の整備に着手 

◆「Tango Silk」の高付加価値化　ブランド化を推進 

　　　　　　　　10月15日～22日に　丹後ファッションウィークを開催 
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　　　　　　　　10月15日～22日に　丹後ファッションウィークを開催 

Tango Good Goodsと 
　　京の丹後屋見本市 in 京丹後 

茶の匠塾京丹後　初茶摘み 茶の匠塾京丹後　初茶摘み 

　京丹後の「ええもん　うまいもん」の魅力を地元でPR
　このほか、平成17年度から、丹後だけでなく、京都・

名古屋・東京など全国各地で丹後の魅力の外販展を本格

的に開催着手
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◎
井
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實
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森
口
　
　
亨 

　
石
河
良
一
郎
　
　
奥
野
　
重
治 

　
川
村
　
博
茂
　
　
田
茂
井
誠
司
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行
財
政
改
革
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調
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特
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委
員
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◎
浅
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武
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○
松
本
　
聖
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井
谷
　
實
夫
　
　
岡
田
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川
村
　
博
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充
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平
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森
口
　
　
亨
　
　
吉
浪
　
芳
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広
報
編
集
委
員
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松
本
　
信
之 

議
会
選
出
監
査
委
員 

　
今
度
　
　
弘
　
　
井
谷
　
實
夫 

　
原
　
　
　
久
　
　
松
尾
　
信
介 

　
行
待
　
　
実 

丹
後
地
区 

　
　
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会 

◎
行
待
　
　
実
　
○
池
田
　
惠
一 

　
小
牧
　
耕
一
　
　
大
下
倉
禎
介 

　
谷
口
　
正
博
　
　
松
本
　
経
一 

　
森
　
　
　
勝 

厚
生
常
任
委
員
会 

◎
原
　
　
　
久
　
○
中
西
　
敏
行 

　
今
度
　
　
弘
　
　
川
浪
　
将
義 

　

山
　
充
男
　
　
野
村
　
重
嘉 

　
早
川
　
雅
映
　
　
吉
浪
　
芳
郎 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

◎
松
尾
　
信
介
　
○
平
林
智
江
美 

　
浅
田
　
武
夫
　
　
池
部
　
皓
三 

　
岡
田
　
　
修
　
　
大
同
　
　
衛 

　
松
本
　
信
之 

教
育
環
境
常
任
委
員
会 

議
　
長 

第
二
次
京
丹
後
市
議
会

第
二
次
京
丹
後
市
議
会

第
二
次
京
丹
後
市
議
会

　
六
月
議
会
で
、
正
副
議
長
お
よ
び
各

委
員
会
な
ど
の
改
選
が
行
わ
れ
、
議
長

に
今
度
弘
議
員
が
、
副
議
長
に
池
部
皓

三
議
員
が
選
任
さ
れ
、
京
丹
後
市
議
会

の
新
し
い
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
※
各
委
員
会
な
ど
の
◎
印
は
委
員
長
、

○
印
は
副
委
員
長
で
す
。 

　
今
度
　
　
弘 

　
池
部
　
皓
三 
副
議
長 

　
市
で
は
、
「
連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括
協

定
」
を
結
ん
で
い
る
「
国
立
大
学
法
人
京
都
工

芸
繊
維
大
学
」（
江
島
義
道
学
長
・
京
都
市
左
京

区
）
の
京
丹
後
市
内
で
の
研
究
活
動
拠
点
施
設

「
（
仮
称
）
京
都
工
芸
繊
維
大
学
京
丹
後
研
究

セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。 

　
同
大
学
は
、
平
成
十
四
年
に
「
丹
後
サ
テ
ラ

イ
ト
」
オ
フ
ィ
ス
を
京
都
府
織
物
・
機
械
金
属

セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町
丹
波
）
内
に
設
置
し
、
こ

れ
ま
で
か
ら
地
元
産
業
の
活
性
化
を
は
じ
め
広

く
地
域
振
興
の
担
い
手
と
し
て
協
力
を
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
。 

　
市
と
同
大
学
は
、
相
互
の
人
的
・
物
的
・
知

的
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、「
丹

後
地
域
の
魅
力
」、「
大
学
の
魅
力
」、「
学
生
の

潜
在
的
能
力
」
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
開
花
・
育

成
し
、
よ
り
輝
か
せ
る
観
点
か
ら
、
昨
年
十
二

月
に
「
連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
」
を

締
結
。
本
市
の
地
域
産
業
の
振
興
を

は
じ
め
、
新
産
業
の
創
出
・
文
化
の

向
上
、
人
材
育
成
な
ど
幅
広
い
分
野

で
連
携
を
図
り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
市

の
創
造
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
今
回
、
同
大
学
に
と
っ
て

京
都
市
外
で
は
初
め
て
と
な
る
本
格

的
な
研
究
拠
点
を
京
丹
後
市
に
設
置
。

材
料
設
計
や
応
用
生
物
学
な
ど
の
研

究
者
が
毎
月
一
週
間
程
度
、
同
セ
ン

タ
ー
で
研
究
を
行
う
こ
と
を
は
じ
め
、

夏
季
・
冬
季
を
中
心
に
、
デ
ザ
イ
ン

や
建
築
な
ど
を
学
ぶ
学
生
の
合
宿
ゼ

ミ
に
使
用
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
小
・
中
学
生
向
け
の
サ
イ

エ
ン
ス
（
科
学
）
ス
ク
ー
ル
や
市
民

講
座
の
開
設
、
市
と
連
携
し
て
の
ま

ち
づ
く
り
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
関
す

る
調
査
・
研
究
な
ど
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
網
野
町
網
野
（
桃

山
区
）
の
民
間
部
品
メ
ー
カ
ー
が
入

っ
て
い
た
市
所
有
の
工
場
跡
で
、
鉄

骨
一
部
二
階
建
て
約
一
、
一
五
〇
平
方
�
を
改

修
し
て
整
備
す
る
も
の
で
、
今
秋
の
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、
研
究
室
や
講
義
室
、
宿
泊
施
設
な
ど

を
整
備
し
ま
す
。 

　
六
月
一
日
に
市
役
所
で
行
っ
た
記
者
会
見
で
、

中
山
市
長
は
「
大
学
の
『
京
丹
後
キ
ャ
ン
パ
ス
』

と
し
て
有
意
義
に
活
用
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
幅
広
い
分
野
で
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
産
業
を
は
じ
め
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
同
席
し
た
山
口
重
之
副
学
長
は
「
学
内
で

は
こ
れ
だ
け
広
い
研
究
室
は
と
れ
ず
、
と
て
も

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
学
生
に
は
地
元
企
業

と
接
し
、
よ
り
実
践
的
な
教
育
を
行
う
と
と
も

に
、
京
丹
後
の
魅
力
を
存
分
に
体
験
さ
せ
た
い
」

と
本
格
的
な
研
究
施
設
の
活
用
に
意
欲
を
示
さ

れ
ま
し
た
。 

「（
仮
称
）
京
都
工
芸
繊
維
大
学 

　
　
　
　
　
京
丹
後
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
整
備
す
る
工
場
跡 

これまでからさまざま

な分野で連携を図って

います 

ウッドデッキの製作 

　　（丹後あじわいの郷） 

　　　観光歓迎看板の設置 

　　（昨年度から５か年計画で市内30か所に設置） 

国立大学法人 京都工芸繊維大学の研究活動拠点施設

「（仮称）（仮称）京丹後研究センター」の整備に着手

国立大学法人 京都工芸繊維大学の研究活動拠点施設

「（仮称）京丹後研究センター」の整備に着手
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「Tango Silk」の高付加価値化 

　　　　　　　ブランド化を推進 

「Tango Silk」の高付加価値化 

　　　　　　　ブランド化を推進 

丹後ファッションウィークを開催 丹後ファッションウィークを開催 
　
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
の
高
付
加
価
値
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
す
る
た
め
、
京
丹
後
市
を
は
じ
め
宮
津
市
、
与
謝
野
町
、

伊
根
町
の
二
市
二
町
が
連
携
し
「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ

ー
ク
」
を
今
秋
（
十
月
十
五
日
〜
二
十
二
日
）
に
開
催
す
る

に
あ
た
り
、「
開
催
委
員
会
」
を
こ
の
た
び
発
足
し
ま
し
た
。 

　
同
ウ
ィ
ー
ク
は
、
日
本
最
大
の
絹
織
物
産
地
で
あ
る
丹
後

が
一
丸
と
な
り
、
従
来
の
絹
（
シ
ル
ク
）
の
観
念
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｓ
ｉ
ｌ
ｋ
（
タ
ン
ゴ
　

シ
ル
ク
）」と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
に
よ
り
「
シ
ル
ク
」
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
旧
倍
の
振
興
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
「
開
催
委
員
会
」
は
、
京
都
府
と
二
市
二
町
の
行
政
や
織

物
業
界
、
商
工
会
で
構
成
。 

　
六
月
十
九
日
に
市
役
所
会
議
室
で
開
い
た
「
第
一
回
開
催

委
員
会
」
で
は
、
会
長
に
丹
後
織
物
工
業
組
合
の
坂
根
理
事

長
、
副
会
長
に
中
山
京
丹
後
市
長
、
徳
田
宮
津
市
長
、
太
田

与
謝
野
町
長
、
向
井
伊
根
町
長
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、
規

約
や
予
算
な
ど
を
承
認
。 

　
十
月
十
五
日
に
宮
津
市
で
開
か
れ
る
「
丹
後
き
も
の
ま
つ

り
ｉ
ｎ
天
橋
立
」
を
皮
切
り
に
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
生
地
を

活
用
し
た
洋
装
や
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
の
試
作
品
の
展
示
や
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
の
開
催
、

最
先
端
の
技
術

の
紹
介
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
「
Ｔ
ａ

ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｓ
ｉ

ｌ
ｋ
」
の
魅
力

を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
高
付

加
価
値
の
創
造

に
向
け
提
案
を

行
う
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。 

丹後が一丸となり、「Tango Silk」の高付加価値

化をめざすことを確認した第１回開催委員会 

10月15日～22日 

一番茶をていねいに摘み取りました 

茶
の
匠
（
た
く
み
）
塾
京
丹
後 

茶の一大産地をめざし　初茶摘み 茶の一大産地をめざし　初茶摘み 
　
本
格
的
な
宇
治
茶
づ
く
り
に
取
り
組

む
「
茶
の
匠
（
た
く
み
）
塾
京
丹
後
」（
塾

長
・
福
井
正
憲
京
都
府
茶
業
会
議
所
会

頭
）
の
塾
生
の
み
な
さ
ん
が
、
五
月
二

十
二
日
に
久
美
浜
町
永
留
の
茶
園
で
「
茶

摘
み
会
」
を
初
め
て
開
き
、
一
番
茶
を

収
穫
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
茶
を
農
業
の
核
と
な
る
基

幹
作
物
の
一
つ
し
て
、
十
年
間
で
栽
培

面
積
を
一
〇
〇
ヘ
ク 

タ
ー
ル

、
生
産
額
十
億
円
を

め
ざ
し
普
及
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
茶

の
匠
塾
京
丹
後
」
は
、
新
た
に
茶
の
生

産
に
取
り
組
む
か
た
に
、
生
産
技
術
や

流
通
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
、
京
都
府
と
京
都
府
茶
業
会
議
所

の
協
力
を
得
て
昨
年
十
一
月
に
開
講
。

こ
の
半
年
間
に
実
地
研
修
な
ど
を
経
て
、

今
春
に
は
一
期
生
の
五
農
家
が
約
十
二

ヘ
ク 

タ
ー
ル

で
栽
培
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
茶
摘
み
会
」
は
、
和
束
町
の
農
事

組
合
法
人
「
百
姓
王
国
」
が
、
平
成
十

六
年
か
ら
栽
培
を
は
じ
め
た
茶
園
十
ヘ
ク 

タ
ー
ル

の
一
角
で
、
「
茶
の
匠
塾
京
丹
後
」
が

茶
の
Ｐ
Ｒ
を
図
ろ
う
と
開
催
し
た
も
の

で
、
塾
生
を
は
じ
め
、
か
す
り
の
着
物

に
あ
か
ね
だ
す
き
姿
の
茶
摘
み
娘
に
扮

し
た
市
と
京
都
府
の
職
員
、
佐
濃
小
学

校
五
年
生
（
二
十
二
人
）
、
農
業
関
係

者
な
ど
約
百
三
十
人
が
参
加
。 

　
参
加
者
は
、
京
都
府
丹
後
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
今
冬
の
大
雪
に
も
耐
え
て

約
五
十
㌢
に
成
長
し
た
茶
の
木
か
ら
新

芽
を
一
葉
ひ
と
葉
て
い
ね
い
に
摘
み
、

初
収
穫
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
中
山
市
長
は
「
茶
業
の
振
興
は
、
今

後
当
地
域
の
農
業
の
核
と
な
る
農
作
物

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
た
意
欲
あ
る
農

業
者
の
か
た
が
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
将
来
、
日
本

海
側
の
茶
の
大
き
な
拠
点
と
も
な
る
よ

う
に
、
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
百
姓
王

国
の
森
川
定
信
理
事
は
「
南
部
と
異
な

り
平
地
で
の
栽
培
は
、
機
械
に
よ
る
作

業
が
で
き
多
産
が
可
能
」
と
話
さ
れ
る

な
ど
、
市
内
で
の
茶
栽
培
の
拡
大
、
発

展
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。 

２市２町が一体となり ２市２町が一体となり 
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地域の自然や 

　　歴史文化を活用した住宅環境 

地域の自然や 

　　歴史文化を活用した住宅環境 

松岡団地が完成 

　
住
民
の
み
な
さ
ん
に
参
画
い
た
だ
き
、
視
察

や
協
議
を
重
ね
「
地
域
密
着
型
」
で
整
備
計
画

を
つ
く
り
建
て
替
え
を
進
め
て
き
た
網
野
町
下

岡
地
区
の
市
営
住
宅
「
松
岡
団
地
」
の
住
宅
部

分
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。 

　
松
岡
団
地
は
、
昭
和
三
十
九
年
の
建
設
か
ら

四
十
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
む
と
と

も
に
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
高
齢
化
も
重
な
り
、

周
辺
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
若
者
の

定
住
促
進
や
、
地
域
の
活
性
化
、
良
好
な
住
環

境
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
同
団
地
整
備
は
、
国
が
平

成
十
六
年
度
か
ら
始
め
た
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
、
自
然
環
境
な
ど
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
助
成
制
度
「
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
」
を
本
市
で
初
め
て
活
用
し
進
め
て
い
る

も
の
で
す
。 

　
今
回
の
建
て
替
え
に
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
は
じ
め
、
先
進
地
視
察
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
議

を
重
ね
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
「
『
ひ

と
・
も
の
』
の
交
流
と
定
住
促
進
を
通
し
て
活

性
化
と
良
好
な
住
環
境
の
創
出
を
め

ざ
す
」
を
目
標
と
し
た
「
下
岡
地
区

都
市
再
生
整
備
計
画
」（
平
成
十
六
年

度
か
ら
二
十
年
度
の
五
か
年
計
画
）

を
策
定
。 

　
同
計
画
で
は
、
定
住
促
進
を
図
る

た
め
、
計
画
区
域
内
に
公
営
住
宅
と

分
譲
住
宅
地
を
併
設
し
て
整
備
す
る

と
と
も
に
、
集
会
所
や
公
園
、
地
域

に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
の
伝
承
の
場
と

し
て
の
祭
り
広
場
を
整
備
し
交
流
を

促
進
。
ま
た
、
景
観
づ
く
り
や
集
会

所
の
使
用
な
ど
に
つ
い
て
、
公
営
住

宅
で
は
「
団
地
協
定
」
を
、
分
譲
宅

地
で
は
「
住
民
協
定
」
を
締
結
す
る

と
と
も
に
、
加
え
て
双
方
が
「
ブ
リ

ッ
ジ
協
定
」
を
結
び
、
地
域
が
一
体

と
な
り
互
い
に
協
力
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
完
成
し
た
の
は
、
既
存

住
宅
の
建
て
替
え
十
五
戸
と
新
規
住
宅
五
戸
の

計
二
十
戸
。
七
月
一
日
に
は
新
規
住
宅
で
入
居

が
は
じ
ま
り
、
和
風
の
つ
く
り
で
落
ち
着
い
た

街
並
み
に
加
え
、
赤
瓦
に
茶
色
系
の
外
壁
が
、

住
む
人
・
訪
れ
る
人
す
べ
て
に
「
温
か
さ
」
と

「
や
さ
し
さ
」
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

　
今
後
さ
ら
に
集
会
所
や
団
地
内
道
路
、
ア
ク

セ
ス
道
路
、
分
譲
宅
地
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
（
桜

並
木
）
な
ど
の
整
備
も
進
め
、
平
成
二
十
年
度

を
目
標
に
「
に
ぎ
わ
い
」
と
「
や
さ
し
さ
」
あ

ふ
れ
る
住
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。 

下岡地区都市再生整備計画（松岡団地）イメージ図 

新規住宅は７月１日入居開始 

松岡団地が完成 
新規住宅は７月１日入居開始 



活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た 

　
　
　
　
　
　
　
「
検
討
委
員
会
」 

「
検
討
委
員
会
」
を
設
置 

蒲井・旭地域振興計画（案） 

　　　一層の具体化と着実な実行をめざす 

蒲井・旭地域振興計画（案） 

　　　一層の具体化と着実な実行をめざす 

担当者から説明を受け 
　　　　　　　　入念にパトロール 

風
水
害
に
備
え
　
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル 

災害のない　安心・安全なまちづくりをめざす 災害のない　安心・安全なまちづくりをめざす 
　
集
中
豪
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
た

五
月
三
十
日
、
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
崩
落
の
お
そ
れ
が
あ
る
危
険
箇

所
な
ど
の
「
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
い
ま

し
た
。 

　
「
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
」
は
、
災
害
を
未
然

に
防
ぎ
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め

ざ
し
、
大
雨
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
毎
年
こ
の

時
期
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
市
長
を
は
じ

め
市
消
防
本
部
や
市
役
所
職
員
と
、
京
都
府

丹
後
広
域
振
興
局
や
京
丹
後
警
察
署
、
市
消

防
団
の
協
力
を
得
て
実
施
。 

　
今
回
は
、
平
成
十
六
年
の
台
風
二
十
三
号

に
よ
り
表
土
部
分
が
崩
れ
た
弥
栄
町
鳥
取
地

区
と
、
風
化
が
著
し
く
小
崩
壊
を
繰
り
返
し

て
い
る
丹
後
町
此
代
地
区
の
現
場
を
担
当
職

員
か
ら
説
明
を
受
け
入
念
に
パ
ト
ロ
ー
ル
。 

　
参
加
者
は
、
現
状
を
確
認
し
た
後
、
市
役

所
会
議
室
で
対
策
会
議
を
行
い
、
危
険
度
の

高
い
順
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
ラ
ン
ク

を
つ
け
、
弥
栄
町
鳥
取
地
区

を
「
Ｂ
ラ
ン
ク
」
、
丹
後
町

此
代
地
区
を
「
Ａ
ラ
ン
ク
」

と
判
定
。
今
後
さ
ら
に
調
査

を
進
め
、
早
期
に
対
応
を
行

っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。 

　
市
で
は
、
い
つ
発
生
す
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
の
未
然

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

地
域
で
も
日
ご
ろ
か
ら
災
害
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

時間あたりの雨量  

やや強い雨 

 

強い雨 

 

激しい雨 

 

非常に激しい雨 

 

猛烈雨 

 

8～15㎜未満 

 

15～20㎜未満 

 

20～30㎜未満 

 

30～50㎜未満 

 

50㎜以上 

降雨の状況 

雨の音が聞こえる 

地面一面に水たまりができる 

雨の音で話がよく聞き取れない 

寝ている人の半数ぐらいが気づく 

土砂降りになり傘をさしてもぬれる 

小川がはんらん、崖崩れも 

バケツをひっくり返したように降る 

危険地帯では避難の準備を 

滝のように降る 

土石流が起こりやすい 

　
原
子
力
発
電
所
の
設
置
の
た
め

の
事
前
調
査
の
申
し
入
れ
を
受
け

て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
格
的
に
は

手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
地
域
振
興
を

図
る
た
め
、
本
年
二
月
に
地
元
区

と
市
で
策
定
し
た
「
京
丹
後
市
蒲

井
・
旭
地
域
振
興
計
画
（
案
）
」

に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
の
意
見
を
聞
き
一
層
の
具
体
化

を
図
る
と
と
も
に
、
着
実
な
実
行

を
め
ざ
す
た
め
「
蒲
井
・
旭
地
域

振
興
計
画
（
案
）
検
討
委
員
会
」

を
こ
の
た
び
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

　
同
委
員
会
は
、
蒲
井
・
旭
地
域

電
源
問
題
お
よ
び
活
性
化
対
策
協

議
会
長
や
湊
漁
業
協
同
組
合
長
を

は
じ
め
、
丹
後
商
工
会
協
議
会
長
、

丹
後
観
光
協
会
連
絡
協
議
会
長
、

六
町
の
地
域
振
興
協
議
会
長
な
ど

十
六
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。 

　
六
月
一
日
に
市
役
所
会
議
室
で

開
い
た
第
一
回
会
議
で
は
、
会
長

に
幾
田
章
宏
京
丹
後
市
区
長
連
絡

協
議
会
長
を
選
任
。
今
年
三
月
に
、

関
西
電
力
株
式
会
社
か
ら
原
子
力

発
電
所
立
地
計
画
の
撤
回
に
つ
い

て
の
回
答
が
あ
る
ま
で
の
三
十
一

年
間
に
わ
た
る
経
緯
と
、「
蒲
井
・

旭
地
域
振
興
計
画
（
案
）
」
の
内
容

と
と
も
に
、
本
年
度
の
予
算
に
計

上
し
た
整
備
費
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。 

　
中
山
市
長
は
「
市
民
の
み
な
さ

ん
の
声
を
広
く
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
市
全
域
の
振
興
に
結
び
つ
く

計
画
に
な
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
委
員
の

み
な
さ
ん
か
ら
は
「
観
光
客
の
誘

致
を
図
る
に
は
周
辺
地
域
を
含
め

た
道
路
整
備
が
必
要
」
な
ど
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
委
員
会
で
は
、
計
画
（
案
）

の
検
討
を
さ
ら
に
重
ね
、
七
月
末

を
め
ど
に
、
具
体
的
な
振
興
策
に

つ
い
て
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

○峰山町中野浄水場（送水ポンプ室・電気室） 

○弥栄病院（２号館屋上機械室・地下機械室） 

○網野地区公民館（２階天井裏・倉庫） 

○網野庁舎（旧下水道課執務室・車庫の一部） 

○丹後地域公民館（ステージ天井） 

吹きつけ材に基準値以上の 

アスベストが含有していた施設 

　
市
で
は
、
昨
年
八
月
か
ら
市
内
す
べ
て

の
公
共
施
設
（
五
百
九
十
三
施
設
）
の
ア

ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
調
査
を
慎
重
に
実
施

し
て
き
ま
し
た
。 

　
複
数
の
検
査
業
者
に
よ
る
分
析
を
段
階

的
に
実
施
し
た
結
果
、
次
の
五
施
設
に
つ

い
て
は
、
気
中
に
含
ま
れ
る
ア
ス
ベ
ス
ト

濃
度
は
基
準
値
以
内
で
現
在
の
状
態
で
あ

れ
ば
人
体
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
天
井
な
ど
の
吹
き
つ
け
材
に

基
準
値
以
上
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
有
さ
れ
、

今
後
飛
散
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

六
月
議
会
に
除
去
お
よ
び
囲
い
込
み
を
中

心
と
し
た
対
策
工
法
に
か
か
る
予
算
を
計

上
し
、
飛
散
防
止
な
ど
万
全
な
対
策
を
講

じ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
本
対
策
を
も
っ
て
市
の
公
共
施

設
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
お
よ
び
対

策
は
終
了
し
ま
す
が
、
五
施
設
に
つ
い
て
は
、

年
一
回
の
気
中
濃
度
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
特
殊
建
築
物
や
一
、
〇
〇
〇
平

方
㍍
以
上
の
民
間
施
設
に
つ
い
て
は
、
京

都
府
に
よ
り
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
・
指
導

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
で
は
、
昨
年
十
一
月
、

黒
部
小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
お
い
て
、

最
初
の
検
査
を
行
っ
た
業
者
か
ら
、
気
中

濃
度
が
基
準
値
の
三
倍
近
い
数
値
が
報
告

さ
れ
た
た
め
、
児
童
や
教
職
員
の
健
康
と

安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
直
ち
に
弥
栄
庁

舎
と
弥
栄
地
域
公
民
館
を
仮
校
舎
と
す
る

措
置
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
複
数
の

検
査
業
者
に
よ
る
測
定
と
分
析
、
専
門
家

の
評
価
な
ど
に
よ
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
安
全

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
関
係
者
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
　
企
画
推
進
課
（
☎
六
九
ー
〇
一
二
〇
） 

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に 

五
公
共
施
設
で

五
公
共
施
設
で 

　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
実
施

　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
実
施 

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に 

五
公
共
施
設
で 

　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
実
施 

一刻を争う救急患者の発生を想定し 一刻を争う救急患者の発生を想定し 

ヘリコプターでの搬送訓練 
　
市
消
防
本
部
で
は
、
緊
急
に
高
度
な
治
療
を
要
す
る
患

者
さ
ん
の
発
生
を
想
定
し
、
六
月
十
二
日
に
、
京
都
市
消

防
局
の
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
あ
た
ご
」
を
使
っ
て
の
救

急
患
者
の
搬
送
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
同
訓
練
は
、
こ
れ
ま
で
緊
急
を
要
す
る
患
者
さ
ん
を
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
送
す
る
常
設
の
離
発
着
場
が
な
か
っ
た

京
丹
後
市
に
お
い
て
、
「
株
式
会
社
に
し
が
き
」（
西
垣
俊

平
社
長
）
の
ご
好
意
に
よ
り
、
同
本
社
（
大
宮
町
口
大
野
）

裏
の
離
発
着
場
を
無
償
で
借
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

と
な
り
、
同
離
発
着
場
を
利
用
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。 

　
「
午
後
〇
時
三
十
分
に
市
立
病
院
か
ら
緊
急
に
高
度
治

療
を
行
う
必
要
の
あ
る
患
者
が
発
生
の
連
絡
が
入
っ
た
」

と
想
定
し
た
訓
練
に
は
、
市
消
防
本
部
を
は
じ
め
、
丹
後

中
央
病
院
、
弥
栄
病
院
、
久
美
浜
病
院
、
京
都
府
丹
後
保

健
所
、
地
元
自
治
会
、
市
消
防
団
な
ど
約
五
十
人
が
参
加
。

京
都
市
消
防
局
へ
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
を
要
請
す

る
と
と
も
に
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
本
部
を
設
置
し
、
約
二

十
五
分
に
到
着
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ
患
者
さ
ん
に
み
た

て
た
人
形
を
迅
速
に

収
容
し
搬
送
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
参
加
者
は
、

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
出
動
状
況
や
利
点
、

ま
た
機
体
や
救
急
資

材
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

救
急
事
故
や
救
急
患

者
の
発
生
時
に
ス
ム

ー
ズ
な
搬
送
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

真
剣
な
表
情
で
取
り

組
み
ま
し
た
。 

本
番
さ
な
が
ら
に 

ス
ム
ー
ズ
な
搬
送
に
取
り
組
み
ま
し
た 
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市の将来を担う青少年の国際的な視野を広める　 

海
外
技
術
研
修
生
と
し
て

海
外
技
術
研
修
生
と
し
て 

　
　
　
　
　
王
・
苹
さ
ん
が
来
市

　
　
　
　
　
王
・
苹
さ
ん
が
来
市 
海
外
技
術
研
修
生
と
し
て 

　
　
　
　
　
王
・
苹
さ
ん
が
来
市 

　
市
で
は
、
国
際
協
力
の
貢
献
と
国
際
化
の

推
進
を
図
る
た
め
、
自
治
体
職
員
協
力
交
流

事
業
の
取
り
組
み
と
し
て
、
海
外
の
自
治
体

職
員
の
研
修
生
を
昨
年
度
か
ら
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。 

　
今
年
度
も
、
中
華
人
民
共
和
国
・
安
徽
省

（
あ
ん
き
し
ょ
う
）
亳
州
市
（
は
く
し
ゅ
う

し
）
か
ら
、
同
市

城
区
（
し
ゅ
う
じ
ょ
う

く
）
統
計
局
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
王
・
苹
（
お

う
・
へ
い
）
さ
ん
が
、
六
月
二
十
二
日
か
ら

十
二
月
二
十
日
ま
で
の
六
か
月
の
予
定
で
研

修
さ
れ
ま
す
。 

　
王
さ
ん
は
、
薬
材
交
易
セ
ン
タ
ー
や
医
薬

開
発
室
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

漢
方
薬
の
生
産
や
品
質
管
理
、
栽
培
環
境
な

ど
に
つ
い
て
知
識
を
お
持
ち
で
す
。 

　
十
二
月
ま
で
の
間
、
企
画
政
策
部
企
画
推

進
課
で
日
本
の
地
方
行
政
を
は
じ
め
、
京
丹

後
市
の
国
際
交
流
事
業
な
ど
に
つ
い
て
研
修

さ
れ
る
と
と
も
に
、
薬
草
の
知
識
を
活
か
し

て
、
京
丹
後
市
で
の
薬
草
活
用
の
可
能
性
の

研
究
、
ま
た
栽
培
指
導
に
も
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
亳
州
市
と
京
丹
後
市
は
、
昨
年
十
月
に
「
友

好
交
流
と
協
力
関
係
を
結
ぶ
意
向
書
」
を
交

わ
し
、
昨
年
度
に
は
二
度
に
わ
た
り
亳
州
市

の
副
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
一
行
が
本
市
を

訪
問
さ
れ
る
と
と
も
に
、
京
丹
後
市
か
ら
も

十
一
月
に
「
京
丹
後
市
亳
州
市
友
好
交
流
協

会
準
備
会
」
の
み
な
さ
ん
が
亳
州
市
を
訪
れ

る
な
ど
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
六
月
二
十
二
日
の
着
任
式
で
、
中
山
市
長

か
ら
「
研
修
決
定
通
知
書
」
を
手
渡
さ
れ
た

王
さ
ん
は
「
京
丹
後
市
と
亳
州
市
の
交
流
が

よ
り
活
発
に
な
り
、
ま
た
薬
草
を
通
じ
て
両

市
民
の
交
流
が
進
む
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
も
、
ま
ち
で
見
か
け
た
ら
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

王・苹さんに、中山市長から

「研修決定通知書」が手渡さ

れました 

　財団法人自治体国際化

協会が平成８年から実施

する事業。 

　日本の地方自治体が、

海外の自治体職員を受け

入れることによって、国

際協力と地域の国際化の

推進を図るもので、本年

度は全国38の自治体で９

か国・53人が研修するこ

とになっています。 

結団式で、頼もし

い決意を表明した 

　　松下理子さん 

自治体職員協力交流事業 

　
市
の
将
来
を
担
う
青
少
年
の
み
な

さ
ん
の
国
際
的
な
視
野
を
広
め
る
た

め
、
京
丹
後
市
と
「
友
好
交
流
と
協

力
関
係
を
結
ぶ
意
向
書
」
を
結
ん
で

い
る
中
華
人
民
共
和
国
の
亳
州
市
（
は

く
し
ゅ
う
し
）
に
、
「
青
少
年
中
国

交
流
団
」
を
今
夏
に
派
遣
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

　
同
交
流
団
は
、
大
下
収
入
役
を
団

長
に
、
市
内
の
中
学
校
を
通
し
て
行

っ
た
公
募
に
応
募
さ
れ
た
三
年
生
九

人
（
男
性
二
人
・
女
性
七
人
）
、
二

年
生
九
人
（
男
性
二
人
・
女
性
七
人
）

と
引
率
教
員
な
ど
計
二
十
三
人
。
八

月
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
五

泊
六
日
の
日
程
で
、
中
華
人
民
共
和

国
の
安
徽
省
（
あ
ん
き
し
ょ
う
）
亳

州
市
（
は
く
し
ゅ
う
し
）
と
首
都
・

北
京
市
を
訪
問
し
、
相
互
理
解
と
友

好
交
流
関
係
を
深
め
、
国
際
的
な
視

野
を
広
め
ま
す
。 

　
亳
州
市
で
は
、
亳
州
市
第
一
高
校

の
生
徒
の
み
な
さ
ん
と
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
交
流
を
行
う
と
と
も
に
、
デ
イ

ス
テ
イ
と
し
て
生
徒
宅
を
訪
問
し
、

家
庭
生
活
も
体
験
し
ま
す
。 

　
六
月
十
四
日
に
行
っ
た
結
団
式
に

は
、
団
員
を
は
じ
め
保
護
者
の
か
た

や
学
校
関
係
者
な
ど
約
六
十
人
が
参

加
。
中
山
市
長
が
「
歴
史
的
文
化
的

に
つ
な
が
り
の
深
い
中
国
と
の
交
流

は
た
い
へ
ん
意
義
深
い
こ
と
で
す
。

み
な
さ
ん
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
事
業
で
多
く
の
こ
と

を
学
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
す
る

と
と
も
に
、
団
員
を
代
表
し
て
峰
山

中
学
校
二
年
生
の
松
下
理
子
さ
ん
が

「
中
国
を
自
分
の
目
で
見
て
、
耳
で

聞
い
て
、
口
で
話
し
て
、
心
で
感
じ

て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
経
験
を
活
か
し
て
、
平
和
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
た
ら
う
れ
し
い
」
と

力
強
く
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

　
団
員
は
、
出
発
ま
で
に
五
回
程
度

の
事
前
研
修
会
を
受
け
、
中
華
人
民

共
和
国
の
歴
史
や
文
化
、
中
国
語
の

会
話
な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

亳州市に「青少年中国交流団」を派遣 

市の将来を担う青少年の国際的な視野を広める　 

亳州市に「青少年中国交流団」を派遣 

６月14日には「結団式」を行い、

団員のみなさんを激励しました 

～平成17年度の実施状況について～ ～平成17年度の実施状況について～ 

市民参画のまちづくり 市民参画のまちづくり 

 

案　　件　　名 

京丹後市市長交際費の支出と公開 

集会施設等整備事業に係る補助金交付要綱の一部改正 

京丹後市火災予防条例の一部改正 

京丹後市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正とし尿の計画収集 

京丹後市総合計画基本計画（中間案）の策定 

京丹後市行財政改革推進計画（集中改革プラン）の策定 

京丹後市葉たばこ振興緊急支援対策補助金交付要綱の制定 

京丹後市組織・機構改革（案）の策定 

京丹後市男女共同参画計画の策定 

京丹後市市民と行政の共同推進指針及び京丹後市アウトソーシング推進計画の策定 

京丹後市地球温暖化対策実行計画の策定 

京丹後市高齢者保健福祉計画（中間案）の策定 

京丹後市地域情報化計画（中間案）の策定 

意見募集期間 

H17.  4.25～  5.25 

H17.  5.27～  6.20 

H17.  7.  8～  7.20 

H17.  7.20～  8.10 

H17.  8.  1～  8.19 

H17.  8.12～  8.31 

H17.  9.20～10.20 

H17.  5.18～  5.25 

H17.11.  7～12.  2 

H17.12.  1～12.16 

H18.  1.  4～  2.  3 

H18.  1.  5～  1.31 

H18.  2.  1～  2.24

意見の数 

１ 

０ 

０ 

０ 

１ 

１ 

０ 

11 

０ 

０ 

１ 

０ 

３ 

 

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
制
度 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度 

　
広
く
市
民
生
活
に
関
係
の
あ
る
市
の
基
本
的
な
事
業

な
ど
を
定
め
る
過
程
に
お
い
て
立
案
段
階
の
市
の
考
え

方
な
ど
を
示
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
お
伺
い
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

審
議
会
の
公
開

審
議
会
の
公
開 

審
議
会
の
公
開 

　市では、市民本意の行政運営をめざして次のと

おり「市民参画制度」を行っています。平成17

年度の状況がまとまりましたのでお知らせします。 

 

市長 

教育委員会 

選挙管理委員会 

公平委員会 

監査委員 

農業委員会 

固定資産評価審査委員会 

消防長 

議会 

合　　計 

 

42 

２ 

０ 

０ 

１ 

０ 

０ 

１ 

０ 

46

公 開 

23 

２ 

 

 

１ 

 

 

 

 

26

請求に対する決定内容 

部分公開 

14 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

15

非公開 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

却 下 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

実 施 機 関 請求件数 市
情
報
公
開
制
度

市
情
報
公
開
制
度 

市
情
報
公
開
制
度 

　
市
の
保
有
す
る
行
政
情
報
を
公
開
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼

を
深
め
、
市
政
の
よ
り
公
正
な
運
営
の
確
保

に
努
め
る
た
め
の
情
報
公
開
制
度
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
昨
年
一
年
間
の
請
求
は
四
十
六
件
、
ま
た

非
公
開
決
定
な
ど
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て

が
一
件
あ
り
ま
し
た
。 

１ 

 

公開された会議 

丹後町地域振興協議会 

弥栄町地域振興協議会 

久美浜町地域振興協議会 

スポーツ振興審議会 

市立図書館協議会 

文化財保護審議会 

史跡整備検討委員会 

市史編さん委員会 

 

非公開とされた会議 

情報公開・個人情報保護審査会 

介護認定審査会 

民生委員推薦会 

工業団地工業用地譲受人審査選考 

委員会 

奨学金選考委員会 

文化財保護審議会 

公開された会議 

総合計画審議会 

行財政改革推進委員会 

行財政改革推進本部 

防災会議 

政治倫理審査会 

特別職報酬等審議会 

男女共同参画審議会 

国民健康保険運営協議会 

廃棄物減量等推進審議会 

美しいふるさとづくり審議会 

健康と福祉のまちづくり審議会 

医療対策審議会 

都市計画審議会 

上下水道事業審議会 

峰山町地域振興協議会 

大宮町地域振興協議会 

網野町地域振興協議会 

開催回数 

３ 

８ 

８ 

１ 

１ 

２ 

５ 

２ 

４ 

１ 

６ 

５ 

１ 

３ 

６ 

６ 

６ 

傍聴者数 

２ 

15 

11 

０ 

０ 

０ 

２ 

２ 

２ 

０ 

５ 

10 

１ 

１ 

２ 

１ 

０ 

開催回数 

６ 

６ 

６ 

１ 

２ 

２ 

３ 

３ 

 

開催回数 

１ 

90 

１ 

 

 

１ 

２ 

傍聴者数 

２ 

０ 

０ 

０ 

１ 

０ 

０ 

０ 

 

傍聴者数 

－ 

－ 

－ 

 

 

－ 

－ 

－ 

   　
市
で
は
、
透
明
か
つ
公
正
な
会
議
運
営
を
図
り
、
市
政
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
市
民
の
知
る
権
利
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
審
議
会
な
ど
の
会
議
を
公
開
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
度
に
は
、
二
十
五
の
審
議
会
を
公
開
し
て
い
ま
す
。 

(

注
）
件
数
は
、
基
本
的
に
決
定
書
単
位
で
表
示

し
、
非
公
開
に
は
、
不
存
在
お
よ
び
在
否
応
答

拒
否
を
含
め
て
い
ま
す
。 
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９競技11種目で熱戦・交流 第39回峰山スポーツ祭典 
　
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な
っ
た

六
月
十
八
日
、「
峰
山
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
」

（
市
体
育
協
会
峰
山
支
部
・
峰
山
町
公

民
館
連
絡
協
議
会
主
催
）
が
、
峰
山

途
中
ヶ
丘
公
園
（
峰
山
町
長
岡
）
を

主
会
場
に
五
会
場
で
開
か
れ
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
同
祭
典
は
、
八
地
区
の
対
抗
に
よ

り
「
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
づ
く

り
」
、
「
参
加
者
相
互
の
交
流
」
を
目

的
に
昭
和
四
十
二
年
か
ら
毎
年
開
か

れ
、
今
年
で
三
十
九
回
目
。 

　
午
前
八
時
か
ら
始
ま
っ
た
開
会
式

で
は
、
中
山
市
長
が
激
励
を
贈
る
と

と
も
に
、
選
手
を
代
表
し
て
峰
山
東

地
区
の
野
坂
敏
三
さ
ん
が
「
真
紅
の

優
勝
旗
を
め
ざ
し
て
、
ケ
ガ
の
な
い

よ
う
に
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
繰
り

広
げ
ま
す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓
を

行
い
、
さ
っ
そ
く
約
千
人
の
選
手
が

九
競
技
十
一
種
目
に
わ
た
っ
て
終
日

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

総合成績 
優　勝　新 山 地 区 

準優勝　丹 波 地 区 

３　位　峰山東地区 

４　位　吉 原 地 区 

５　位　五 箇 地 区 

６　位　峰山西地区 

７　位　長 岡 地 区 

８　位　峰山南地区 

豪快に水しぶきを上げスピードを競う 
第３回京丹後市ドラゴンカヌー市民大会 

９競技11種目で熱戦・交流 第39回峰山スポーツ祭典 

豪快に水しぶきを上げスピードを競う 
第３回京丹後市ドラゴンカヌー市民大会 

成　　　　績 
【男子500ｍ】 

①セイリュウ　　　3分26秒62 

②日進龍進会　　　3分28秒04 

③エロカワ小西　　3分38秒96 

④タロウ・ウラシマ・スーパー・ローリング・サンダー　3分48秒45 

⑤口三谷Ａ　　　　3分50秒12 

⑥デッパラーズ　　3分53秒95

【女子300ｍ】 

①佐濃がんばるデイ　2分29秒12 

②ゴッドマザーズ　　2分29秒53 

③丙安　　　　　　　2分30秒07 

④甲山ホライズン　　2分40秒17 

⑤ひょっこりひょうたん島　2分40秒34 

⑥ぴんからきりまで　2分42秒54

（敬称略） 

　
水
面
を
照
ら
す
日
差
し
が
ま
ぶ
し
い
六
月
十
八

日
、
「
第
三
回
京
丹
後
市
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
市
民

大
会
」（
京
丹
後
市
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
大
会
実
行
委

員
会
主
催
）
が
、
久
美
浜
湾
カ
ヌ
ー
レ
ー
シ
ン
グ

競
技
場
で
開
か
れ
、
参
加
者
は
豪
快
に
水
し
ぶ
き

を
上
げ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
今
大
会
に
は
、
市
内
各
地
か
ら
職
場
や
地
域
な

ど
で
結
成
さ
れ
た
男
子
三
十
一
ク
ル
ー
、
女
子
十

五
ク
ル
ー
の
計
四
十
六
ク
ル
ー
が
参
加
。 

　
各
ク
ル
ー
は
、「
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
プ
リ
ー
ズ
・

ゴ
ー
」
の
合
図
と
と
も
に
一
斉
に
太
鼓
を
打
ち
鳴

ら
し
な
が
ら
、
力
を
合
わ
せ
懸
命

に
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
男
女
上
位
入
賞
の
十
二

ク
ル
ー
は
、
八
月
六
日
に
開
催
す

る
「
千
日
会
観
光
祭 

二
〇
〇
六

京
丹
後
市
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
選
手

権
大
会
ー
メ
ロ
ン
カ
ッ
プ
ー
」
へ

の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

琴引浜から世界へ、自然の大切さを唄にのせて発信 
～13thはだしのコンサート2006～ 

美しい自然　大切な自然を　永く子孫に伝えよう 

琴引浜から世界へ、自然の大切さを唄にのせて発信 

美しい自然　大切な自然を　永く子孫に伝えよう 

～内山ブナ林観察会～ 

～13thはだしのコンサート2006～ 

～内山ブナ林観察会～ 

観客の手拍子にあわせ「コノ砂ヲ鳴ラス

ノハアナタ」を出演者全員で熱唱 

　
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る

中
、
自
然
保
護
を
訴
え
る
「
内
山

ブ
ナ
林
観
察
会
」
を
、
五
月
二
十

一
日
に
大
宮
町
五
十
河
の
内
山
ブ

ナ
林
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
市
内
を
は
じ
め
植
物
愛
好
家
な

ど
参
加
者
三
十
九
人
は
、
午
前
十

時
に
小
町
公
園
を
出
発
。
講
師
の

平
井
久
夫
さ
ん
（
大
宮
自
然
観
察

連
絡
会
大
宮
ス
ペ
ー
ス
ク
ラ
ブ
代

表)

、
冨
川
惇
志
さ
ん
（
環
境
省
自

然
公
園
観
察
指
導
員
）
、
糸
井
昭
さ

ん
（
財
団
法
人
日
本
自
然
保
護
協

会
自
然
観
察
指
導
員
）
、
笹
岡
儀
和

さ
ん
（
京
都
府
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
北
部
研
修
所
研
究
主
事
兼
指
導

主
事
）
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

ブ
ナ
や
山
野
草
な
ど
の
大
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
内
山
の
ブ
ナ
林
は
、
宮
津
市
上

世
屋
と
京
丹
後
市
大
宮
町
五
十
河

に
ま
た
が
る
標
高
四
百
〜
七
百
㍍

の
内
山
山
系
に
約
四
十
㌶
の
規
模

で
広
が
り
、「
あ
が
り
こ
」
と
呼
ば

れ
る
ブ
ナ
の
変
木
や
、
京
都
府
内

最
大
の
ブ
ナ
（
幹
の
周
囲
三
・
六

五
㍍
、
高
さ
約
二
三
㍍
、
樹
齢
約

三
百
五
十
年
）
を
は
じ
め
、
豊
富

な
草
花
が
生
育
し
、
平
成
十
四
年

三
月
に
「
丹
後
上
世
屋
内
山
京
都

府
自
然
環
境
保
全
地
域
」
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
講
師
の
平
井
さ
ん
は
「
ブ
ナ
の

植
生
は
温
度
に
敏
感
で
、
温
暖
化

に
よ
り
気
温
が
一
度
上
が
る
と
、

ブ
ナ
林
は
約
二
百
㍍
上
へ
追
い
上

げ
ら
れ
、
そ
う
な
る
と
丹
後
の
ほ

と
ん
ど
の
山
か
ら
ブ
ナ
が
消
え
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
観
察

会
で
地
球
温
暖
化
問
題
に
少
し
で

も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
観
察
会
後
は
、
平
井
さ

ん
が
所
有
さ
れ
る
「
内
山
天
象
観

察
台
『
開
星
館
』
」で
、
天
体
望
遠

鏡
や
地

球
の
自

転
が
わ

か
る
フ

ー
コ
ー

の
振
り

子
な
ど

を
見
学

し
ま
し

た
。 

　
鳴
き
砂
で
有
名
な
丹
後
の
琴
引
浜
（
網

野
町
掛
津
）
で
六
月
四
日
、「
は
だ
し

の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
地
元
掛
津
区

な
ど
で
構
成
す
る
「
は
だ
し
の
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会
」
が
主
催
す
る

も
の
で
今
年
で
十
三
回
目
。
自
然
の

大
切
さ
や
丹
後
固
有
の
美
し
い
風
景
、

風
土
へ
の
思
い
を
大
切
に
す
る
心
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
感
謝
や
喜
び
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
唄
に
の
せ
、
琴
引
浜

か
ら
日
本
各
地
へ
、
世
界
へ
発
信
し

よ
う
と
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

招
い
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
当
日
は
ど
こ
ま
で
も
晴
れ
わ
た
っ

た
日
差
し
の
も
と
、
市
内
外
か
ら
約

二
千
五
百
人
の
来
場
者
が
参
加
。
コ

ン
サ
ー
ト
会
場
へ
の
入
場
に
は
拾
っ

た
「
ご
み
」
を
入
場
券
と
し
て
お
り
、

参
加
者
全
員
で
ビ
ー
チ
の
ご
み
一
つ

ひ
と
つ
を
丁
寧
に
拾
い
集
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
距

離
や
年
齢

ご
と
に
六

部
門
に
わ

か
れ
て
の

「
鳴
き
砂

ビ
ー
チ
マ

ラ
ソ
ン
」

に
は
、
親

子
連
れ
な

ど
六
十
五

人
が
参
加
。
潮
風
を
全
身
に
受
け
な

が
ら
、
鳴
き
砂
の
感
触
を
は
だ
し
で

楽
し
み
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
走
り

ま
し
た
。 

　
会
場
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
今
年
で
三

回
目
の
出
演
と
な
る
バ
イ
オ
リ
ン
奏

者
の
ｆ
ｕ
ｍ
ｉ
ｋ
ｏ
（
フ
ミ
コ
）
さ

ん
や
、
男
性
デ
ュ
オ
の
セ
カ
ハ
ン
、

よ
さ
こ
い
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

グ
ル
ー
プ
の
関
西
京
都
今
村
組
な
ど

七
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
。
コ

ン
サ
ー
ト
終
盤
で
は
地
元
小
学
生
な

ど
が
「
自
然
い
っ
ぱ
い
、
は
だ
し
で

遊
べ
る
琴
引
浜
が
大
好
き
。
こ
の
浜

は
自
然
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
人
の

浜
で
す
。
美
し
い
自
然
や
環
境
を
守

る
取
り
組
み
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
揃

っ
て
宣
言
。
そ
の
後
、
出
演
者
全
員

で
替
え
歌
「
コ
ノ
砂
ヲ
鳴
ラ
ス
ノ
ハ

ア
ナ
タ
」
を
熱
唱
。
来
場
者
も
体
全

体
で
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
唄
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 
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京 丹 後 市 の魅力を全国に発信 京 丹 後 市 の 魅 力 を 全 国 に 発 信 京の丹後屋 
丹後地域地場産業振興センター 

アミティ丹後 

　
「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ

ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
」
の
認
定
品
と
「
京
の
丹

後
屋
」
で
取
り
扱
っ
て
い
る
『
よ
り

す
ぐ
り
の
産
品
』
を
一
堂
に
集
め
た

展
示
即
売
会
「
第
一
回
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
と
京
の
丹

後
屋
見
本
市
ｉ
ｎ
京
丹
後
」
を
六
月

三
日
・
四
日
の
二
日
間
、
大
宮
社
会

体
育
館
（
大
宮
町
口
大
野
）
で
開
催
し
、

市
内
外
か
ら
の
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ

ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
」
の
認
定
品
に
限
っ
て
の

即
売
会
は
、
八
年
前
か
ら
宮
津
市
な

ど
で
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
同
見
本
市
は
、
優
れ
た
地
場

産
品
の
地
産
地
消
と
販
路
の
拡
大
を

さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
京
都
丹
後
ブ

ラ
ン
ド
産
品
会
（
七
十
七
社
加
盟
）

と
丹
後
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、

京
丹
後
市
が
連
携
し
て
、
今
回
初
め

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

　
会
場
で
は
、
地
酒
や
加
工
食
品
を

は
じ
め
、
ち
り
め
ん
製
品
、
創
作
工

芸
品
な
ど
七
十
社
、
約
三
千
点
に
も

お
よ
ぶ
逸
品
が
所
狭
し
と
並
ら
べ
ら
れ
、

来
場
者
一
人
ひ
と
り
に
そ
の
伝
統
や

技
術
、
工
法
を
て
い
ね
い
に
説
明
す

る
な
ど
、
京
丹
後
の
「
え
え
も
ん
　

う
ま
い
も
ん
」
の
魅
力
を
存
分
に
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。 

第１回　Tango Good Goods と  
京の丹後屋見本市 in 京丹後 
第１回　Tango Good Goods と  
京の丹後屋見本市 in 京丹後 

　
本
会
は
、
地
場
産
品
の
製
造
販
売

業
者
が
販
路
拡
大
や
地
場
産
業
の
活

性
化
の
た
め
、
よ
り
積
極
的
な
活
動

に
向
け
て
、
平
成
十
二
年
十
月
、
宮

津
以
北
（
一
市
十
町
）
の
食
品
、
繊
維
、

工
芸
品
、
酒
造
な
ど
の
八
十
業
者
が

集
ま
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。 

　
年
数
回
に
わ
た
っ
て
都
市
部
で
の

展
示
会
や
即
売
会
に
出
か
け
、
宣
伝

販
売
活
動
に
取
り
組
み
、
最
初
は
丹

後
産
品
の
知
名
度
が
な
く
、
苦
戦
し

て
い
ま
し
た
が
、
毎
年
継
続
し
て
開

催
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
お
客
さ
ん

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私

た
ち
製
造
業
者
に
と
っ
て
、
丹
後
圏

外
に
お
い
て
販
売
活
動
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の

ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

自
社
商
品
の
品
質
向
上
や
、
新
商
品

開
発
へ
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
「
見
本
市
」
は
、
地
元
の

み
な
さ
ん
に
改
め
て
地
場
産
品
を
知

っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
開
催
し

た
も
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
開
催
し
、

身
近
な
地
場
産
品
を
通
し
て
、
消
費

者
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
丹
後
地

域
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。 

平
成
十
七
年
度
か
ら
本
格
的
に 

全
国
各
地
で
丹
後
の
魅
力
を
発
信 

　
「
丹
後
の
え
え
も
ん 

　
　
　
う
ま
い
も
ん
展
」
を
開
催 

優
良
地
場
産
品
の 

　
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る 

　
「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　 

　
　
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
」 

よりすぐりの産品を一堂に よりすぐりの産品を一堂に 

　
丹
後
地
域
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
、
そ
の
恵
み
を
活
か
し
た
も
の

づ
く
り
の
気
質
が
古
（
い
に
し
え
）

か
ら
綿
々
と
伝
え
ら
れ
、
海
・
山
・

里
を
は
じ
め
と
し
た
優
良
な
こ
だ
わ

り
あ
る
地
場
産
品
が
豊
富
に
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。 

　
そ
の
優
れ
た
地
場
産
品
・
産
業
の

振
興
拠
点
と
し
て
昭
和
六
十
年
に
国
・

京
都
府
・
丹
後
一
市
十
町
お
よ
び
業

界
団
体
が
連
携
し
「
丹
後
地
域
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
）」

を
設
立
。 

　
市
内
最
大
の
「
特
産
品
シ
ョ
ッ
プ
」

を
併
設
し
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新

た
な
産
品
や
新
技
術
の
開
発
研
究
を

は
じ
め
、
需
要
の
拡
大
や
人
材
の
育

成
を
図
る
な
ど
、
丹
後
の
魅
力
を
さ

ら
に
高
め
、
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

    

　
丹
後
の
優
れ
た
地
場
産
品
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
流
通
を
推
進
し
、

生
産
者
の
か
た
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

図
る
一
環
と
し
て
、
丹
後
ら
し
さ
の

表
現
に
優
れ
た
商
品
を
「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ

ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
（
タ

ン
ゴ
　
グ
ッ
ド
　
グ
ッ
ズ
）
」
と
し

て
認
定
す
る
「
丹
後
ブ
ラ
ン
ド
商
品

販
売
促
進
事
業
」
を
平
成
十
一
年
度

か
ら
実
施
。
現
在
で
は
、
百
二
十
四

業
者
の
四
百
十
四
品
目
を
認
定
・
推

奨
し
て
い
ま
す
。
小
規
模
の
生
産
者

の
か
た
を
は
じ
め
、
個
々
で
は
広
く

Ｐ
Ｒ
を
図
れ
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
の

認
定
品
を
集
め
た
カ
タ
ロ
グ
の
作
成

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展
へ

の
出
展
な
ど
販
路
の
拡
大
を
精
力
的

に
図
っ
て
い
ま
す
。 

   

　 　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
た
な
需
要

を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
販
路
の
開

拓
を
図
る
た
め
外
販
事
業
に
も
積
極

的
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
十
一
年
か
ら
毎
年
秋
に
開
催

し
て
い
る
「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ

ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
見
本
市
」
で
は
、

七
年
前
と
比
べ
三
倍
以
上
の
売
り
上

げ
が
あ
る
な
ど
、
着
実
に
そ
の
成
果

が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
加
え
て
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
は
、

丹
後
だ
け
で
な
く
、
京
都
や
名
古
屋
、

東
京
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
「
丹
後

の
え
え
も
ん
　
う
ま
い
も
ん
展
」
を

開
催
す
る
な
ど
本
格
的
に
外
販
事
業

を
開
始
。
消
費
者
の
み
な
さ
ん
の
顔

が
み
え
る
販
売
に
よ
り
、
産
品
や
丹

後
の
魅
力
を
直
接
伝
え
て
い
ま
す
。 

ホームページ　http://www.webtango.jp ホームページ　http://www.amino-town.jp/amity

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に

伴
っ
て
、
お
店
や
自
宅
に
居
な
が
ら
利

用
で
き
る
ネ
ッ
ト
通
販
店
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
通
信
販
売
店
）
が

急
増
。
さ
ら
に
、
流
通
形
態
の
進
歩
に

よ
り
、
全
国
津
々
浦
々
の
商
品
が
手
軽

に
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
丹
後
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
す
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
（
仮
想
商
店
街
）「
楽
天
市

場
」
に
ネ
ッ
ト
通
販
店
「
京
の
丹
後
屋
」

を
昨
年
四
月
か
ら
出
店
。 

　
「
京
の
丹
後
屋
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
特
性
を
活
か
し
、
こ
れ
ら
を
全

国
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
、
丹

後
の
優
れ
た
産
品
・
素
材
を
扱
う
市
内

の
個
人
・
企
業
の
か
た
で
構
成
さ
れ
る

「
丹
後
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
」（
小
野
甚
一

会
長
）
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
丹
後
は
、
自
然
や
歴
史
に
恵
ま
れ
、

間
人
ガ
ニ
や
丹
後
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
代
表

さ
れ
る
特
選
素
材
が
多
く
、
四
季
折
々

の
旬
の
食
材
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
常
に
商
品
の
魅

力
を
余
す
こ
と
な
く
消
費
者
の
み
な
さ

ん
に
伝
え
る
工
夫
を
研
修
さ
れ
る
と
と

も
に
、
商
品
以
外
に
も
、
丹
後
の
歴
史

や
文
化
、
観
光
地
と
し
て
の
丹
後
の
魅

力
を
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
地
域
ぐ

る
み
で
、
一
人
ひ
と
り
が
宣
伝
マ
ン
に

な
っ
た
気
持
ち
で
、
盛
り
上
げ
て
い
く
」

と
さ
ら
に
輪
を
広
げ
、
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
わ
れ
て
い
ま
す
。 

多くの来場者でにぎわった、 
名古屋市での 
「丹後のええもん　うまいもん展」 

丹後の優れた地場産品 

Tango Good Goods

京
都
丹
後
ブ
ラ
ン
ド
産
品
会 

　
　
　
　
　
会
長
　
小
野
甚
一
さ
ん 

初開催 
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TangoGoodGoods
丹後ブランド認定委員会



ついてるの？

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
言
葉
は
あ

ま
り
聞
き
な
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
実
は
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た

時
に
起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
こ
と

で
す
。
初
め
て
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
、

激
痛
が
走
り
赤
く
は
れ
上
が
り
ま
す
が

大
体
一
〜
二
時
間
で
治
ま
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
と
き
体
の
中
に
抗
体
（
体

を
守
る
作
用
）
が
で
き
、
そ
れ
以
降
、

人
に
よ
っ
て
は
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
抗

体
に
よ
っ
て
過
剰
反
応
を
起
こ
し
、
全

身
に
熱
感
、
か
ゆ
み
、
ジ
ン
マ
シ
ン
が

出
た
り
、
呼
吸
困
難
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
ク
ラ
ゲ
に
刺
さ
れ
た
と
き
も
同
様

の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。 

ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
ら
、
患
部
を
氷
や

濡
れ
タ
オ
ル
な
ど
で
冷
や
し
な
が
ら
病

院
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。 

昔
か
ら
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
ら
お
し
っ

こ
を
か
け
る
と
い
い
と
言
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
迷
信
で
す
。
刺
さ

れ
た
ら
迷
わ
ず
病
院
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
は 

救急救命士 
安井　英人 

住宅用火災警報器の詳しい設置方法などは 
京丹後市消防本部予防課（☎62-5119）または最寄りの消防署にお問い合わせください。 
京丹後市消防本部ホームページもご覧ください。http://www.c ity .kyotango.kyoto . jp/kcfd/ index.html

 

 

火のついた着火剤が皮膚についた場合は、

湿らせた布などで上から押さえ、火を消し

た後、冷水で洗い流し患部をよく冷やす。

払い落とそうとするとやけどの範囲が広が

る原因になることがあるのでご注意ください。 

キャンプやアウトドアレジャーは、不便

な場所が多いため、救急車の到着にも時間

がかかります。十分に注意しましょう。 

こんな場合のアドバイス こんな場合のアドバイス 

カセットコンロは２台以上 

　　並べて使わないでください 

 

カセットコンロで 

　　火をおこさないでください 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
際
、
炭
に
火
を

つ
け
る
の
は
か
な
り
の
技
術
と
手
間
が
か

か
り
ま
す
。 

そ
こ
で
木
炭
や
薪
な
ど
に
火
を
お
こ
し

や
す
く
す
る
た
め
補
助
的
に
使
わ
れ
る
の

が
着
火
剤
で
す
。 

着
火
剤
に
は
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
よ
う
な

ポ
リ
容
器
に
入
っ
て
搾
り
出
し
て
使
う
ゼ

リ
ー
状
の
も
の
や
固
形
タ
イ
プ
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。
事
故
が
多
発
し
て
い
る
の
は

ゼ
リ
ー
状
の
着
火
剤
で
す
。 

              

  

ゼ
リ
ー
状
着
火
剤
は
、
消
防
法
の
中
の

「
引
火
性
固
体
」
と
し
て
「
危
険
物
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゼ
リ
ー
状
着
火
剤

の
主
成
分
で
あ
る
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
の

性
質
は
、 

１
揮
発
性
が
高
く
引
火
し
や
す
い 

　
日
な
た
に
置
い
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ

ン
ロ
の
炭
に
着
火
剤
を
つ
け
た
場
合
、

揮
発
し
た
ガ
ス
（
蒸
気
）
が
引
火
す
る

と
爆
発
の
危
険
が
あ
る
。 

２
炎
が
青
白
く
見
え
に
く
い 

太
陽
の
下
で
燃
焼
さ
せ
た
場
合
、
燃

え
て
い
る
の
か
ど
う
か
わ
か
り
に
く
い
。 

こ
れ
ら
の
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
の
特

性
が
、
事
故
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。 

         

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
と
き
に
、
炭
の

上
に
着
火
剤
を
つ
け
て
点
火
し
た
。
炎
が

消
え
か
け
た
の
で
、
再
び
着
火
剤
を
継
ぎ

た
し
た
と
こ
ろ
、
一
〜
二
分
後
に
炎
が
上

部
に
噴
き
上
が
り
、
顔
や
腕
に
や
け
ど
を

負
っ
て
三
週
間
入
院
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
四
十
歳
代
・
男
性
） 

昼
間
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
場
合
な

ど
、
着
火
剤
に
点
火
し
た
も
の
の
、
炎
が

見
え
に
く
い
た
め
、「
火
が
消
え
て
し
ま
っ

た
」
ま
た
は
「
着
火
剤
の
量
が
足
り
な
い
」

と
勘
違
い
し
、
着
火
剤
を
継
ぎ
た
そ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
手
に
持
っ
て
い
た
着
火
剤

に
火
が
燃
え
移
り
、
や
け
ど
な
ど
の
事
故

に
つ
な
が
る
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
多
発

し
て
い
ま
す
。
着
火
剤
事
故
の
ほ
と
ん
ど

が
「
継
ぎ
た
し
に
よ
る
引
火
・
爆
発
事
故
」

で
す
。 

          

コ
ン
ロ
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
離
れ

た
と
こ
ろ
に
、
少
し
残
っ
た
着
火
剤
を
キ

ャ
ッ
プ
を
開
け
た
状
態
で
置
い
て
い
た
と

こ
ろ
、
十
五
分
ぐ
ら
い
た
っ
た
と
き
に
着

火
剤
の
容
器
が
爆
発
し
て
、
首
と
右
手
に

や
け
ど
を
負
っ
た
。
（
二
十
歳
代
・
男
性
） 

 

点
火
す
る
た
め
に
炭
に
つ
け
た
着
火
剤

や
使
用
後
キ
ャ
ッ
プ
を
開
け
た
ま
ま
放
置

し
て
あ
っ
た
着
火
剤
容
器
の
中
で
、
揮
発

し
て
ガ
ス
化
し
た
成
分
に
引
火
し
て
爆
発

音
と
と
も
に
炎
が
噴
き
出
る
事
故
で
す
。 

    

着
火
剤
は
使
い
方
に
よ
っ
て
は
危
険
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
子
ど
も
に
使
わ
せ
た
り
、
子
ど
も
の

近
く
で
使
用
し
な
い
こ
と
の
ほ
か
、
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

（1）
一
度
火
を
つ
け
た
ら
、
チ
ュ
ー
ブ
入
り

着
火
剤
の
「
継
ぎ
た
し
」
や
、
パ
ッ
ク

入
り
着
火
剤
を
火
に
投
げ
込
ま
な
い
。 

（2）
着
火
剤
は
、
火
の
気
の
近
く
に
キ
ャ
ッ

プ
を
開
け
た
状
態
で
は
決
し
て
置
か
な

い
。 

（3）
時
間
を
置
く
と
揮
発
し
た
ガ
ス
の
量
が

増
え
過
ぎ
て
危
険
な
の
で
、
絞
り
出
し

た
ら
速
や
か
に
点
火
す
る
。 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
屋
外
で
料
理
を
す

る
と
き
に
手
軽
に
利
用
で
き
る
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
も
、
誤
っ
た
使
い
方
を
す
る
と
思

わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

   

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
火
を
使
っ
て
炭
火

を
お
こ
し
て
い
た
ら
、
容
器
（
ガ
ス
ボ
ン

ベ
）
が
破
裂
し
た
。 

 

熱
く
な
っ
た
炭
の
熱
に
よ
り
容
器
の
温

度
が
上
昇
し
、
内
部
の
圧
力
が
上
昇
し
た

た
め
破
裂
に
至
っ
た
も
の
で
す
。 

   

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
二
台
並
べ
て
調
理

し
た
と
こ
ろ
、
一
台
の
容
器
（
ガ
ス
ボ
ン

ベ
）
が
破
裂
し
た
。 

 

お
互
い
の
燃
焼
炎
で
ボ
ン
ベ
が
過
熱
さ

れ
、
ボ
ン
ベ
内
の
圧
力
が
異
常
に
上
昇
し

て
爆
発
し
た
も
の
で
す
。 

 

「
ま
さ
か
？
」
と
、
思
う
よ
う
な
こ
と

が
原
因
で
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き
起
こ
し
か

ね
ま
せ
ん
。 

次
の
よ
う
な
使
い
方
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

   

こ
の
よ
う
に
着
火
剤
や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
の
誤
っ
た
使
用
方
法
に
よ
り
、
楽
し
い

は
ず
の
家
族
団
ら
ん
が
悲
惨
な
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。 

「
安
全
と
危
険
」
の
分
岐
点
は
使
い
方

ひ
と
つ
で
す
。
使
用
方
法
を
よ
く
読
ん
で

正
し
く
使
い
、
楽
し
い
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ

フ
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。 
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アウトドアを楽しむには夏は絶好の季節で

す。キャンプや自宅の庭などでバーベキュー

を楽しむ機会も増えてきます。

ところがバーベキューをするときなどに炭

や薪に手早く火をつけることができる「ゼリ

ー状の着火剤」での誤った使用方法による事

故がここ数年増えています。そこで今回はそ

の事例と注意点をお知らせします。

 青白い炎の危 険  青白い炎の危 険 

市販されているゼリー状の着火剤 

裏面に記載



　京丹後市には、京都府から業務を委託された「京都府身体障害者相談員」（16人）と、「知的障害者相談員」

（６人）を配置しています。 

　相談員は、民間の協力者で、身体障害者（児）・知的障害者（児）のかたの家庭における養育や生活などに関

するさまざまな相談に応じ、必要な助言や指導を行っていただくとともに、市と協力して地域活動の推進や障

害のあるかたに対する理解を深めていただく活動を行っていただいています。 

　身体障害や知的障害に関するご相談がありましたら、お気軽にご連絡ください。 

　また、障害者福祉に関するお問い合わせは、障害者福祉課（☎69-0320）または市民局市民福祉課へお尋ね

ください。 

身体障害者相談員 知的障害者相談員 

京都府身体障害者相談員・知的障害者相談員 京都府身体障害者相談員・知的障害者相談員 お気軽にご相談く
ださい 

氏　名 

増田　久夫 

吉岡　　均 

川口　教子 

山本　　修 

梅田　　薫 

小山　金三 

澤　　昭彦 

高田　伍郎 

竹村　増宏 

中江由理子 

大森　建夫 

富田　佳治 

奥田　菊治 

岸本　久雄 

谷口　芳一 

寺西壽美子 

住　　　所 

峰山町荒山2235 

峰山町泉20-3 

大宮町奥大野1499 

大宮町河辺972-2 

網野町網野806-1 

網野町網野73-20 

網野町三津15 

網野町浜詰678-3 

丹後町成願寺1721-4 

丹後町間人2924 

弥栄町鳥取1732 

弥栄町吉沢902 

久美浜町品田182 

久美浜町浦明1082 

久美浜町三谷1397 

久美浜町湊宮1723

電話番号 

62-0599 

62-1586 

64-4325 

64-4199 

72-1091 

72-3763 

72-0824 

74-0645 

75-2090 

75-1796 

65-2351 

65-2416 

85-0750 

83-0229 

82-0980 

83-0065

氏　名 

松本　俊和 

水口万里子 

大道　則夫 

岡野　冨治 

坪倉　好保 

野村　照美 

住　　　所 

峰山町新町1397-3 

大宮町口大野201-10 

網野町塩江557-3 

丹後町袖志1475 

弥栄町鳥取1725-1 

久美浜町芦原666

電話番号 

62-0481 

68-1425 

74-0302 

76-0814 

65-2146 

85-0281

教育委員会委員に

　　岸田薫子さん（峰山町杉谷）を選任

　平成16年７月から教育委員会委員としてお世話になっています岸田薫子さん（峰

山町杉谷）の任期が７月７日に満了することに伴い、６月議会において再任するこ

とに同意されました。（任期：平成22年７月７日） 岸田　薫子さん 

第３回「京丹後市長杯争奪中学校野球大会」 第３回「京丹後市長杯争奪中学校野球大会」 第３回「京丹後市長杯争奪中学校野球大会」 

優　勝　久美浜中学校 

準優勝　峰山中学校 

３　位　高龍中学校 

３　位　間人中学校 

網野中学校 

弥栄中学校 

高龍中学校 

久美浜中学校 

大宮中学校 

間人中学校 

宇川中学校 

橘中学校 

峰山中学校 

1

2

0

1

7

0

1

3

6

7

3

2

1

0

0

3

６月３日・４日 

峰山球場・峰山中学校 

（敬称略） （敬称略） 

　「更生保護の日」の７月１日から一か月間は、「社会を明るくする運動」の強化月間です。 

　この運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちや非行に陥った少年たち

の更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を

築こうとする運動で、昭和26年の第１回以来、毎年実施され、今年で56回を迎えました。 

　最近の日本の犯罪は、増加と凶悪化の一途をたどり、日々報道される事件は次から次へと後を絶

たず、社会情勢を反映してか、少年・少女による暴行事件、恐喝事件、また強盗事件などの凶悪事

件も発生するなど、少年・少女の凶悪化や粗暴化、規範意識や罪悪感の欠如、また自己を抑制する

忍耐力不足などが大きな社会問題となっています。 

７月は　 
「社会を明るくする運動」強化月間です 

７月は　 
「社会を明るくする運動」強化月間です 

　
毎
日
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
行
き
交
う
こ

の
世
の
中
で
、
最
近
よ
く
耳
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
、
子
ど
も
に
よ
る
犯
罪
だ

ろ
う
。
自
分
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
年
の
子
が
、

人
を
傷
つ
け
、
そ
し
て
命
を
奪
う
。
そ
う

考
え
る
と
恐
ろ
し
く
も
あ
り
、
ま
た
そ
の

犯
罪
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
が
か

わ
い
そ
う
に
思
う
。 

　
な
ぜ
、
こ
ん
な
子
ど
も
に
よ
る
犯
罪
が

増
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
が
考
え
る
に
、

一
つ
は
、
親
や
他
の
家
族
と
接
す
る
時
間

が
減
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
、

世
の
中
は
、
毎
日
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
を

遂
げ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、
両
親
は
夜

遅
く
ま
で
働
き
、
学
生
の
子
ど
も
は
日
中

は
学
校
、
そ
の
あ
と
か
ら
は
塾
、
と
い
う

生
活
を
送
っ
て
い
る
家
庭
が
少
な
く
な
い

だ
ろ
う
。 

　
し
か
し
、
こ
ん
な
状
態
で
は
、
い
つ
家

族
と
の
触
れ
合
い
の
時
間
を
持
て
ば
い
い

の
だ
ろ
う
か
。
家
族
を
う
っ
と
う
し
い
と

思
う
時
期
で
あ
る
子
ど
も
も
、
心
の
中
で

は
さ
び
し
い
と
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
し
て
い
る
。

ほ
っ
と
い
て
ほ
し
い
け
ど
、
か
ま
っ
て
ほ

し
い
。
話
し
た
く
な
い
け
ど
、
話
を
聞
い

て
ほ
し
い
。
こ
ん
な
複
雑
な
心
も
、
す
べ

て
「
さ
び
し
い
」
と
い
う
思
い
の
裏
返
し

な
の
だ
と
思
う
。 

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
思
春
期
」
の

こ
ろ
に
、
一
番
信
頼
で
き
る
は
ず
の
家
族

に
ほ
っ
て
お
か
れ
、
話
し
も
聞
い
て
も
ら

え
な
い
子
ど
も
の
「
さ
び
し
い
」
と
い
う

思
い
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

周
り
に
、
よ
ほ
ど
頼
れ
る
先
生
、
友
人
な

ど
が
い
な
い
限
り
、
そ
の
思
い
は
ど
ん
ど

ん
心
の
中
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
。 

　
そ
し
て
そ
の
は
け
口
を
探
し
、
た
ど
り

着
く
の
が
、
自
分
が
少
し
で
も
い
や
だ
と

思
っ
て
い
る
人
、
物
な
の
だ
ろ
う
。 

　
自
分
を
見
て
く
れ
な
い
世
界
に
、
ど
う

し
よ
う
も
な
い
憤
り
を
感
じ
て
し
ま
う
。

「
さ
び
し
い
」
が
「
憎
い
」
に
変
わ
っ
て

し
ま
う
。
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
こ
と
で
、
怒

り
、
傷
つ
け
て
し
ま
う
…
。
も
し
、
本
当

に
こ
ん
な
悲
し
い
連
鎖
で
、
子
ど
も
に
よ

る
犯
罪
が
増
え
て
い
る
な
ら
、
加
害
者
の

子
ど
も
も
、
一
種
の
被
害
者
か
も
し
れ
な

い
。 

　
こ
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
に
は
、
家
庭
内

で
安
心
で
き
る
場
所
を
つ
く
る
こ
と
。
今

の
時
代
、
な
か
な
か
難
し
い
家
庭
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
日
常
の
あ
い
さ
つ
や
、

ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
の
会
話
で
も
い
い
。

本
当
に
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
は
じ
め
た

ら
、
き
っ
と
何
か
が
変
わ
っ
て
く
る
。 

　
そ
し
て
、
子
ど
も
は
悩
み
を
た
め
こ
ま

な
い
こ
と
。
家
族
に
相
談
し
に
く
か
っ
た

ら
、
だ
れ
か
ほ
か
の
信
頼
で
き
る
人
に
話

し
て
み
る
こ
と
。
信
じ
れ
る
人
が
い
な
い

と
か
思
っ
て
い
る
人
も
、
周
り
に
は
き
っ

と
一
緒
に
悩
ん
で
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
、

あ
き
ら
め
な
い
で
プ
ラ
ス
思
考
で
生
き
て

い
く
こ
と
。 

　
最
後
に
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
た
く
さ

ん
の
気
遣
い
で
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
こ
と
。
お
い
し
い
ご
飯
が
食
べ
ら

れ
る
の
は
、
生
産
者
の
か
た
が
少
し
で
も

お
い
し
い
も
の
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ

よ
う
と
気
遣
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
。
き

れ
い
に
整
え
ら
れ
た
道
も
、
国
が
私
た
ち

が
歩
き
や
す
い
よ
う
に
と
気
遣
っ
て
く
れ

た
か
ら
。
だ
れ
か
ら
も
気
遣
っ
て
も
ら
え

な
い
人
な
ん
て
い
な
い
。
姿
が
見
え
な
く

て
も
遠
く
か
ら
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
人

が
い
る
。
そ
の
こ
と
に
み
ん
な
気
づ
け
た

ら
、
き
っ
と
犯
罪
な
ん
て
起
き
な
い
。 

　
今
の
日
本
は
、
子
ど
も
を
賢
く
す
る
社

会
は
整
っ
て
い
る
が
、
子
ど
も
を
優
し
く

す
る
社
会
は
で
き
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

子
ど
も
の
こ
と
を
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い

る
よ
う
で
、
一
番
肝
心
な
と
こ
ろ
を
配
慮

し
て
い
な
い
。
子
ど
も
に
必
要
な
も
の
は
、

学
力
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
な
に
よ
り
周
り

か
ら
の
愛
情
で
あ
る
。
勉
強
づ
く
し
で
人

形
の
よ
う
な
人
間
に
成
長
す
る
の
で
は
な

く
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ
た
人
間
に
な
っ
て
ほ

し
い
。 

　 　
い
つ
の
日
か
、
み
ん
な
が
心
か
ら
笑
え

る
社
会
が
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

優
秀
作
品

優
秀
作
品

　
﹁
子
ど
も
に
優
し
い
社
会
を
め
ざ
し
て
﹂
　
　

　
﹁
子
ど
も
に
優
し
い
社
会
を
め
ざ
し
て
﹂
　
　

　
　
　
　
　
　
　
峰
山
中
学
校
三
年
生
　
山
岡
未
奈
実
さ
ん
︵
現
高

　
　
　
　
　
　
　
峰
山
中
学
校
三
年
生
　
山
岡
未
奈
実
さ
ん
︵
現
高
等
学
校
一
年
生
︶

等
学
校
一
年
生
︶

「
第
五
十
五
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
　
　

「
第
五
十
五
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
　
　
主
催
・
京
丹
後
市
保
護
司
会

主
催
・
京
丹
後
市
保
護
司
会 

優
秀
作
品

　
﹁
子
ど
も
に
優
し
い
社
会
を
め
ざ
し
て
﹂
　
　

　
　
　
　
　
　
　
峰
山
中
学
校
三
年
生
　
山
岡
未
奈
実
さ
ん
︵
現
高
等
学
校
一
年
生
︶

「
第
五
十
五
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
　
　
主
催
・
京
丹
後
市
保
護
司
会 
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「国民健康保険被保険者証」の交付について 
平成18年７月31日で有効期限が終了する「国民健康保険被保険者証」は、８月１日以降は使用できません。 

　現在お持ちの「保険証」は、８月１日以降に市民局市民福祉課へご返却ください。（郵送可） 

　ご返却できない場合は、必ず裁断し廃棄処分してください。 

　「保険証」はこれまで、世帯単位で交付していましたが、今回から

個人単位で交付する「カード」形式に変わります。紛失などのないよ

うに保管には十分ご注意ください。 

　８月１日以降に使用していただく「カード」形式の「保険証」は、

７月下旬に国民健康保険の世帯主のかたへ、配達記録郵便により交付

します。（配達記録郵便は、受け取り時に受領印が必要となります） ８月１日から使用していただく 
「カード」形式の保険証（見本） 

緊急時の情報提供の大切さを学ぶ 大宮町自治会連絡協議会 緊急時の情報提供の大切さを学ぶ 

京丹後市がめざすコミュニティ

ＦＭについて真剣な表情で学び

ました 

　
緊
急
時
の
伝
達
方
法
を
学
ぼ
う
と
、

大
宮
町
自
治
会
連
絡
協
議
会
（
大

同
富
雄
会
長
）
の
み
な
さ
ん
が
、

五
月
二
十
八
日
に
岡
山
県
倉
敷
市

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
「
Ｆ
Ｍ

く
ら
し
き
」
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
Ｆ
Ｍ
局
で
は
、
非
常
時
に
は

自
動
的
に
電
源
が
入
り
災
害
情
報

を
受
信
す
る
「
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
」
を
独
自
で
開
発
し
、
地
域

へ
の
正
確
な
災
害
情
報
の
伝
達
を

防
災
行
政
機
関
と
と
も
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
現
在
、
京
丹
後
市
が
「
地

域
情
報
化
計
画
」
の
中
で
防
災
行

政
無
線
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
接
続

と
と
も
に
進
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
放
送
局
か
ら
の
ラ
ジ
オ
に
よ

る
伝
達
方
式
で
す
。 

　
視
察
に
参
加
し
た
区
長
さ
ん
は
、

緊
急
告
知
方
法
や
地
域
社
会
に
お

け
る
防
災
面
で
の
役
割
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
緊
急
時
の
迅

速
で
正
確
な
情
報
提
供
の
重
要
性

を
学
び
ま
し
た
。 

 京都ファイアーバーズ VS 茨城ゴールデンゴールズ交流戦　開催 
萩本欽一球団 江本孟紀監督率いる 萩本欽一球団 江本孟紀監督率いる 

◎入場券販売所 
　企画推進課・各市民局窓口・教育委員
会・各教育分室・マイン総合案内所・堀
久スポーツ・アルファスポーツ・スポ～
ツらんど108（マイン店）・ヤマモトス
ポーツ（峰山町）・ヤマモトスポーツ（網
野町）・ムロミツスポーツ・（財）宮津市
民実践活動センター（宮津市民体育館内）・
ジーンズカジュアルＢiC（ウィル内） 

 京都ファイアーバーズ VS 茨城ゴールデンゴールズ交流戦　開催  京都ファイアーバーズ VS 茨城ゴールデンゴールズ交流戦　開催 
【京都ファイアーバーズ支援・連携たんご応援団実行委員会】 

　市と包括協力協定を結んでいる、江本孟紀監督率いる社会人野球クラブ「京都ファイアーバーズ」と、タレン
トの萩本欽一さんが監督を務める「茨城ゴールデンゴールズ」の交流試合を開催します。ぜひ、ご観戦ください。 

◎日　　時　８月６日（日）　試合開始12：00（開場9：00） 

◎場　　所　峰山球場（峰山町荒山） 
◎入 場 料　内野スタンド席…大　人（中学生以上）2,500円 
　　　　　　　　　　　　　　子ども（小学生）　　1,000円 
　　　　　　内外野芝生席…大　人（中学生以上）1,000円 
　　　　　　　　　　　　　　子ども（小学生）　　  500円 
 　　　　　　※小学生未満は無料です 。 
◎駐 車 場　峰山庁舎・京都府丹後文化会館駐車場・日本電産（株） 

ＪＡ京都峰山支店・丹波小学校・新山小学校・吉原小学校 
 　　　　　　※各駐車場（日本電産（株）を除きます）からシャトルバスを運行します。（8：30～22：30・ただ

し、学校の駐車場は19：00まで） 
※雨天の場合は中止します。 
※詳しくは、企画推進課（☎69-0120）または社会教育課（☎69-0630）へお問い合わせください。 
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健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

あなたの健康 

　　応援します 

村田内科医院 

 　村田雅弘院長 

〜
糖
尿
病
に
つ
い
て
〜

〜
糖
尿
病
に
つ
い
て
〜 

〜
糖
尿
病
に
つ
い
て
〜 

　
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
、
糖
尿
病
の
何
を

知
り
、
何
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？
　
私
が
よ
く
参
照
す
る
医
学
書

か
ら
「
糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
作
用
不
足

に
よ
る
慢
性
高
血
糖
と
定
義
さ
れ
る
。
糖
尿

病
の
九
〇
％
程
度
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る

二
型
糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
低
下
を

主
体
と
し
て
起
こ
る
も
の
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵

抗
性
が
主
体
で
そ
れ
に
イ
ン
ス
リ
ン
の
相
対

的
不
足
を
伴
う
も
の
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
低

下
と
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
が
同

程
度
に
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ

る
。
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
低
下
は

主
に
遺
伝
的
に
規
定
さ
れ
、
イ

ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
は
遺
伝
的
に

規
定
さ
れ
る
も
の
に
加
え
て
、

過
食
・
高
脂
肪
食
・
運
動
不
足

な
ど
生
活
習
慣
に
起
因
す
る
も

の
が
重
要
で
あ
る
。
二
型
糖
尿

病
は
放
置
さ
れ
た
り
、
正
し
く

治
療
さ
れ
な
い
と
、
細
小
血
管
合
併
症
（
網

膜
症
・
腎
症
・
神
経
障
害
）
が
惹
起
（
じ
ゃ

っ
き
）
さ
れ
る
。
ま
た
、
虚
血
性
心
疾
患
、

脳
血
管
障
害
な
ど
の
基
盤
と
な
る
動
脈
硬
化

症
が
促
進
さ
れ
る
。
二
型
糖
尿
病
の
治
療
の

目
標
は
合
併
症
を
阻
止
し
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

と
健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
作
用
不
足
を

解
消
し
血
糖
値
を
正
常
に
近
づ
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
（
参
照
　
門
脇
孝
　
東
京
大

学
大
学
院
教
授
・
糖

尿
病
・
代
謝
内
科
　

今
日
の
診
療
プ
レ
ミ

ア
ム
）」と
記
さ
れ
、

現
在
の
二
型
糖
尿
病

の
診
断
と
治
療
の
概

略
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
内

容
に
つ
い
て
患
者
さ

ん
が
理
解
す
る
こ
と

は
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
当
た
り
前
で
す
よ
ね
、
医

学
書
で
す
か
ら
。
で
は
実
際
に
臨
床
の
現
場

で
は
こ
れ
を
ど
う
実
践
す
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
ず
患
者
さ
ん
の
糖
尿
病
を
正
し
く
診
断
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
と
い
う
の
は

イ
ン
ス
リ
ン
作
用
不
足
に
よ
る
慢
性
高
血
糖

と
定
義
さ
れ
る
症
候
群
（
疾
患
の
集
ま
り
）

で
す
か
ら
、
そ
の
病
態
を
見
極
め
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
医
師
の
仕
事
で
す
、
こ
れ

は
患
者
さ
ん
に
は
難
し
い
、
で
も
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
同
様
に
、
重
要
な
こ
と
は

糖
尿
病
の
治
療
に
つ
い
て
患
者
さ
ん
に
理
解

し
、
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
一
般

に
糖
尿
病
患
者
教
育
と
さ
れ
る
も
の
で
す
。

患
者
さ
ん
自
身
が
糖
尿
病
に
つ
い
て
よ
く
理

解
し
、
普
段
か
ら
食
事
（
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
）
、
運
動
（
医
師
の
運
動
処
方
が
必

要
）
に
心
が
け
、
体
調
の
変
化
（
肩
こ
り
、

筋
肉
痛
、
喉
の
か
わ
き
、
倦
怠
（
け
ん
た
い
）

感
、
手
足
の
し
び
れ
な
ど
、
こ
れ
ら
の
症
状

は
血
糖
値
の
上
昇
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
）
に
気
配
り
し
て
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
よ
い
生
活
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
は
非
常
に
窮
屈
で
、
管
理
さ
れ
た
印
象

を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
適
度
な
運
動
の
快
適

さ
、
食
べ
過
ぎ
な
い
と
き
の
胃
腸
の
爽
快
感
、

肥
満
の
解
消
は
糖
尿
病
の
か
た
だ
け
で
な
く

す
べ
て
の
か
た
が
心
地
よ
い
と
感
じ
ら
れ
る

も
の
だ
か
ら
で
す
。
糖
尿
病
は
正
し
く
付
き

合
っ
て
い
け
ば
決
し
て
悲
観
す
る
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 
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地域住民の命を守れるよう研さん 地域住民の命を守れるよう研さん 市立弥栄病院 看護部 

いざというときを想定し救

急処置の方法を学びました 

　
い
ざ
と
い
う
と
き
を
想
定
し
、

市
立
弥
栄
病
院
の
看
護
部
が
、
救

急
処
置
の
研
修
会
を
五
月
二
十
四

日
に
院
内
開
催
し
ま
し
た
。 

　
副
院
長
と
外
科
医
師
の
指
導
の

も
と
、
人
形
を
使
っ
て
の
救
急
処

置
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式
除
細

動
器
）
の
使
用
法
な
ど
、
救
急
現

場
さ
な
が
ら
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。 

　
人
は
、
救
急
処
置
を
必
要
と
す

る
状
況
が
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
現
在
で
は
、

市
民
の
か
た
向
け
の
だ
れ
で
も
行

え
る
一
次
救
命
処
置
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）

の
講
習
が
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
も
救
命

講
習
会
や
自
動
車
教
習
講
習
、
高

等
学
校
の
授
業
の
中
に
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
看
護
師
は
、
地
域
住
民
の
命
を

守
れ
る
よ
う
に
研
さ
ん
を
積
み
、

ま
た
弥
栄
病
院
で
は
、
地
域
社
会

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
日
々
研
修

会
を
行
う
な
ど
、
看
護
の
質
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。 



あ
な
た
の
声
を
市
政
に

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

京
丹
後
市
の
救
急
救
命
士
の
配
置

に
つ
い
て 

　
先
日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
管
内
挿
管
や

薬
が
使
え
る
よ
う
な
内
容
の
記
事
を
見
ま
し

た
。 

　
京
丹
後
市
に
も
そ
の
よ
う
な
救
急
救
命
士

さ
ん
は
い
る
の
で
す
か
。
も
し
お
ら
れ
る
の

な
ら
非
常
に
心
強
く
感
じ
ま
す
。 【

無
記
名
】 

認
定
救
命
士
の
育
成
と
あ
わ
せ
て

救
命
率
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す 

　

消
防
本
部
で
は
、
救
急
自
動
車
を
本
署
に

二
台
、
分
署
に
各
一
台
の
計
五
台
に
救
急
救

命
士
十
二
人
を
配
置
し
て
、
平
成
十
七
年
中

に
は
二
千
三
百
七
十
五
件
の
出
動
を
し
て
い

ま
す
。 

　

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
で

す
が
、
当
本
部
で
は
平
成
十
八
年
三
月
に
気

管
内
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
気
道
確
保
と
薬
剤
投

与
の
両
方
が
で
き
る
認
定
救
急
救
命
士
が
一

人
誕
生
し
ま
し
た
。 

　

気
管
内
チ
ュ
ー
ブ
で
の
気
道
確
保
は
、
ほ

か
の
気
道
確
保
に
比
べ
確
実
に
人
工
呼
吸
が

で
き
、
ま
た
薬
剤
投
与
で
は
心
停
止
傷
病
者

で
の
心
機
能
回
復
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　

今
後
も
一
年
に
一
人
程
度
、
気
管
内
挿
管

と
薬
剤
投
与
が
で
き
る
認
定
救
命
士
を
育
て

て
い
く
こ
と
と
あ
わ
せ
、
平
成
十
五
年
三
月

に
医
師
会
や
病
院
の
協
力
を
得
て
設
立
し
た

丹
後
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
で
、

救
急
救
命
士
が
実
施
す
る
救
急
救
命
処
置
な

ど
救
急
活
動
の
質
を
保
証
す
る
た
め
の
検
証

や
研
修
を
行
う
こ
と
で
、
救
命
率
の
向
上
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
消
防
本
部
一
丸
と
な
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命

と
財
産
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

【
消
防
本
部
】 

保
育
所
な
ど
の
カ
ー
テ
ン
の
掃
除

に
つ
い
て 

　
学
校
や
保
育
所
な
ど
の
掃
除
で
す
が
、
ひ

と
つ
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
カ
ー
テ
ン
は
、
い
つ
ご
ろ
洗
っ
て
い
る
の

で
す
か
。
参
観
な
ど
で
部
屋
を
み
る
限
り
あ

ま
り
き
れ
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。 

　
子
ど
も
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
の
で
心
配

し
て
い
ま
す
。
ほ
こ
り
、
ダ
ニ
、
そ
れ
に
花

粉
は
ど
う
で
す
か
。
し
っ
か
り
洗
わ
れ
て
い

る
の
な
ら
、
そ
れ
で
よ
い
の
で
す
が
。 

【
無
記
名
】 

一
層
の
清
潔
な
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す 

　

保
育
所
の
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
加
工
が
施

し
て
あ
る
関
係
で
自
前
の
洗
濯
が
容
易
で
な

く
、
ま
た
保
育
所
に
よ
っ
て
は
高
さ
の
関
係

で
業
者
に
依
頼
し
な
い
と
取
り
外
し
が
困
難

な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一
年
に
一
度
程
度
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
実
態
に
あ
り
ま
し
た
。 

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
の
と
お
り
、
子

ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
大
前
提
で

あ
り
、
予
算
的
な
手
立
て
も
検
討
し
な
が
ら
、

一
層
の
清
潔
な
環
境
づ
く
り
に
速
や
か
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

【
子
育
て
支
援
課
】 

浅
茂
川
温
泉
静
の
里
の
駐
車
場
に

つ
い
て 

　
静
の
里
温
泉
の
駐
車
場
に
つ
い
て
、
プ
ー

ル
を
利
用
す
る
か
た
の
車
が
約
八
割
（
日
に

よ
っ
て
多
少
の
差
異
は
あ
る
）
、
し
か
も
駐

車
時
間
は
平
均
百
二
十
分
。
温
泉
浴
場
へ
行

く
た
め
に
最
下
段
よ
り
斜
面
の
道
を
登
り
、

息
も
絶
え
絶
え
浴
場
へ
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
温
泉
客
の
所
要
時
間
は
平
均
四
十

〜
五
十
分
く
ら
い
。 

　
臨
時
駐
車
場
が
設
け
て
あ
る
訳
だ
か
ら
運

動
に
来
る
子
ど
も
、
親
は
そ
ち
ら
へ
駐
車
す

る
よ
う
指
導
で
き
な
い
か
。
冬
場
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
は
も
っ
と
ひ
ど
い
。 

【
無
記
名
】 

み
な
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

　
浅
茂
川
温
泉
静
の
里
は
、
小
高
い
丘
の
上

に
建
ち
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
施
設
付
近
、
施

設
へ
の
進
入
路
（
坂
道
）
沿
い
、
そ
し
て
少

し
離
れ
た
場
所
に
あ
る
臨
時
駐
車
場
の
三
か

所
が
あ
り
ま
す
が
、
地
形
的
に
施
設
付
近
に

は
十
分
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ

と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

　
ご
意
見
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
へ
送
迎
さ
れ
る
か
た
の
中
に
は
、

開
催
時
間
中
（
一
時
間
〜
一
時
間
三
十
分
程

度
）
駐
車
さ
れ
る
方
や
、
ス
ク
ー
ル
終
了
の

こ
ろ
に
迎
え
に
来
ら
れ
る
か
た
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
た
め
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
み
合
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
温
泉
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
た
、
プ
ー
ル

を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
た
と
も
に
、
同
じ
施

設
利
用
者
で
す
か
ら
、
市
と
し
て
駐
車
場
を

区
別
す
る
こ
と
は
控
え
ざ
る
を
得
な
い
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
混
み
合
う
時
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
く
み
な
さ
ん

に
気
持
ち
よ
く
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
他
方
で
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
同
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
お

り
、
ス
ク
ー
ル
代
表
者
へ
状
況
を
説
明
し
な

が
ら
、
長
時
間
駐
車
さ
れ
る
場
合
は
、
な
る

べ
く
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く

な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し
、
保
護
者
の
か
た

へ
の
お
願
い
や
、
館
内
掲
示
に
よ
る
周
知
、

ま
た
バ
ス
に
よ
る
生
徒
の
送
迎
な
ど
、
ス
ク

ー
ル
開
催
者
側
で
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
改
め
て
協
力
の
お
願
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

 

ま
た
、
浅
茂
川
温
泉
静
の
里
前
の
市
道
に

つ
き
ま
し
て
は
、
改
良
工
事
を
計
画
し
て
お

り
、
あ
わ
せ
て
乗
用
車
七
十
台
程
度
が
駐
車

で
き
る
新
た
な
駐
車
場
を
施
設
付
近
に
整
備

す
る
計
画
を
た
て
、
施
設
の
利
便
性
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

【
観
光
振
興
課
】 

京
丹
後
市
特
別
職
の
退
職
金
に
つ

い
て 

　
新
聞
の
記
事
に
よ
る
と
、
小
泉
純
一
郎
首

相
が
「
知
事
や
市
長
の
退
職
金
は
多
す
ぎ
る
」

と
指
摘
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

京
丹
後
市
に
お
い
て
の
特
別
職
の
退
職
金
は
、

ど
の
く
ら
い
で
す
か
。
任
期
四
年
で
お
願
い

し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
首
相
は
「
私
も
い
ら
な
い
か
ら
、

知
事
も
市
長
も
あ
き
ら
め
て
は
ど
う
か
」
と

知
事
ら
に
退
職
金
制
度
の
自
主
的
見
直
し
を

促
し
て
い
る
。
お
金
の
な
い
京
丹
後
市
も
検

討
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

【
無
記
名
】 

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
に
伝

え
て
い
き
ま
す 

　
京
丹
後
市
で
は
、
京
都
府
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
に
加
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
市

職
員
（
常
勤
特
別
職
を
含
む
）
の
退
職
手
当

に
つ
い
て
は
、
同
組
合
の
条
例
の
規
定
に
よ

り
裁
定
さ
れ
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
同
組
合
に
は
京
都
府
内
の
二
十
市
町

村
と
十
五
の
一
部
事
務
組
合
が
加
入
し
て
い

ま
す
。 

　
お
尋
ね
の
あ
り
ま
し
た
特
別
職
の
退
職
手

当
で
す
が
、
現
在
の
給
料
と
任
期
四
年
で
計

算
し
ま
す
と
、
市
長
が
約
千
六
百
七
十
九
万

円
、
助
役
が
約
八
百
五
万
円
、
収
入
役
が
約

六
百
二
十
二
万
円
に
な
り
ま
す
。 

　
特
別
職
の
退
職
手
当
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
同
組
合
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
市
民
の
か
た

の
ご
意
見
と
し
て
受
け
止
め
、
同
組
合
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
人
事
課
】 

土
曜
日
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
つ
い
て 

　
土
曜
日
の
保
育
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け

家
で
み
て
く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う
な
保
育
所

か
ら
の
手
紙
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
土
曜
日
は
八
時
半
〜
十
一
時
半
ま
で
は
通

常
保
育
で
す
よ
ね
。
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
内
の
あ
る
保
育
所
で
は
、
保
護
者
の
意

見
も
聞
か
ず
一
方
的
な
雰
囲
気
の
お
話
だ
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
。 

　
保
育
士
の
負
担
を
減
ら
す
の
が
目
的
で
す

か
。
市
は
そ
の
よ
う
な
方
針
な
ん
で
す
か
。 

【
無
記
名
】 

保
育
需
要
の
変
化
に
応
じ
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す 

　
保
育
所
は
『
保
護
者
の
仕
事
な
ど
の
た
め
、

家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
る
』
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
て
お
り
、
お
仕
事
の
都
合
に
あ
わ

せ
、
早
朝
・
延
長
保
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

土
曜
日
に
つ
い
て
も
、
午
前
八
時
半
か
ら
午

前
十
一
時
半
を
基
本
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
は
何
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
ま
た
新
山
、
た
ち
ば
な
保
育
所
で
は
土

曜
日
の
午
後
六
時
ま
で
の
保
育
を
試
行
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、
保
護
者
の
み
な

さ
ん
の
仕
事
の
変
化
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
め
ざ
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
そ
の
こ
と
と
は
別
に
、
保
育
職

場
で
働
き
、
日
々
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
み

て
い
る
保
育
士
な
ど
職
員
の
共
通
の
認
識
と

し
て
、
『
家
庭
で
の
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん

と
子
ど
も
た
ち
の
か
か
わ
り
』
こ
そ
子
ど
も

た
ち
の
成
長
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
に
勝
る
保
育
は
無
い
と
感
じ

て
お
り
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
機
会
を

た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。 

　
保
育
所
か
ら
の
お
便
り
の
中
で
「
土
曜
日

に
仕
事
が
お
休
み
で
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
が
ご
在
宅
の
場
合
は
家
庭
内
保
育
の
ご
協

力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
書
い
て
い
ま
す
の
も
、
こ
の
よ
う
な
思
い

か
ら
で
あ
り
、
ま
た
所
長
が
口
頭
で
申
し
上

げ
た
趣
旨
も
同
じ
思
い
か
ら
で
す
。 

　
ぜ
ひ
真
意
を
お
く
み
取
り
い
た
だ
き
、
と

も
に
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

も
の
と
し
て
、
協
力
し
て
取
り
組
め
ま
す
よ

う
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。 

【
子
育
て
支
援
課
】 

　ご意見箱へのご意見には、お名前や連絡先をご記入い

ただいているかたにつきましては、直接お答えもさせて

いただいています。一方、お名前や住所などの連絡先の

記入のないものにつきましては、市のホームページおよ

び広報紙でお答えしています。ホームページには随時掲

載していますが、広報紙は月に１回の発行であり、どう

してもお答えを掲載するのに時間がかかってしまいます。

また、広報紙では紙面が限られているためご意見やお答

えを一部割愛して掲載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先などが記されていたご意見

では、ご意見の内容を確認させていただき、できる限り

正確でていねいな回答をお返しするように努めています。

お名前や連絡先などが記されていないご意見につきまし

ては、再質問的に何度もいただいているご意見もあります。

正確な回答をできるだけ速やかにお返しするために、住

所をはじめ、お名前・連絡先などをぜひご記入ください。 

★★投稿に際してのおねがい★★★★投稿に際してのおねがい★★ ★★投稿に際してのおねがい★★ 

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

平成18年７月 平成18年７月 広報きょうたんご広報きょうたんご

21 20



市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内

７月の休館日 
17日（月）・18日（火）・24日（月）・31日（月） 

８月の休館日 
１日（火）・７日（月） 

開 館 時 間：10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は、水曜日のみ19：00まで 

 
※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の７月10日以降、次号発行日
の８月10日までを掲載しています。 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
三

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
三

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
三

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
三

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
二
三

〜
久
美
浜
町

〜
久
美
浜
町 

　
　
　
布
袋
野
の
三
番
叟
（
ほ
た
い
の
の
さ
ん
ば
そ
う
）
〜

　
　
　
布
袋
野
の
三
番
叟
（
ほ
た
い
の
の
さ
ん
ば
そ
う
）
〜 

〜
久
美
浜
町 

　
　
　
布
袋
野
の
三
番
叟
（
ほ
た
い
の
の
さ
ん
ば
そ
う
）
〜 

あみの図書館　科学あそび教室 あみの図書館　科学あそび教室 

大宮図書室 

弥栄図書室 

あみの図書館 

　
今
月
は
、
久
美
浜
町
布
袋
野
（
ほ
た
い

の
）
河
上
三
（
か
わ
か
み
さ
ん
）
神
社
の

春
祭
り
に
奉
納
さ
れ
る
三
番
叟
（
さ
ん
ば

そ
う
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
河
上
三
神
社
で
は
、
毎
年
四
月
の
第
二

日
曜
日
の
祭
礼
に
お
い
て
、
神
社
境
内
の

舞
堂
で
三
番
叟
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
布

袋
野
の
三
番
叟
は
、
演
者
の
こ
と
を
立
役

（
た
ち
や
く
）
、
囃
子
方
の
こ
と
を
中
座

（
な
か
ざ
）
と
呼
び
、
中
座
が
位
置
す
る

舞
堂
後
部
の
一
段
高
い
と
こ
ろ
も
中
座
と

呼
ん
で
い
ま
す
。 

　
立
役
は
、
稲
荷
・
翁
・
白
色
尉
（
は
く

し
き
じ
ょ
う
）
・
黒
色
尉
（
こ
く
し
き
じ

ょ
う
）
の
四
人
か
ら
な
り
、
中
座
は
、
締

太
鼓
三
人
・
鼓
二
人
、
三
味
線
三
人
、
歌

う
た
い
一
人
、
笛
五
人
、
拍
子
木
一
人
か

ら
な
り
ま
す
。
立
役
、
中
座
と
も
青
年
の

役
で
、
立
役
は
い
ず
れ
も
化
粧
を
し
ま
す
。 

　
祭
礼
当
日
、
立
役
の
四
人
は
公
民
館
で

化
粧
を
し
衣
装
を
つ
け
ま
す
。
定
刻
に
な

る
と
「
布
袋
野
村
」
の
幟
（
の
ぼ
り
）
を

先
頭
に
立
役
、
中
座
の
順
に
練
り
込
み
、

神
社
に
到
着
す
る
と
本
殿
に
参
拝
し
た
後
、

舞
堂
へ
移
動
し
ま
す
。 

　
は
じ
め
に
稲
荷
が
鈴
を
持
っ
て
登
場
し
、

両
手
を
広
げ
首
を
左
右
に
振
る
礼
式
と
呼

ば
れ
る
所
作
を
し
ま
す
。
次
に
翁
、
白
色

尉
と
黒
色
尉
が
そ
れ
ぞ
れ
登
場
し
礼
式
を

し
ま
す
。
最
初
は
、
翁
の
舞
で
、
翁
が
扇

を
広
げ
優
雅
に
舞
い
ま
す
。
次
は
、
白
色

尉
と
黒
色
尉
に
よ
る
喜
び
の
舞
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
御
簾
（
み
す
）

が
上
が
っ
て
中
座
の
各
役
と
師
匠
の
紹
介

が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
稲
荷
が
立
ち
上
が
っ

て
翁
へ
二
つ
の
鈴
を
渡
し
ま
す
。
そ
の
後
、

翁
、
白
色
尉
、
黒
色
尉
三
人
の
問
答
が
あ

り
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
翁
は
白
色
尉
と
黒

色
尉
に
鈴
を
渡
し
、
稲
荷
を
従
え
て
退
場

し
ま
す
。
最
後
は
、
面
を
つ
け
た
白
色
尉

と
黒
色
尉
が
、
鈴
の
舞
を
舞
い
ま
す
。 

　
丹
後
に
は
十
五
を
超
え
る
三
番
叟
が
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
布
袋
野
以
外
は
い

ず
れ
も
三
人
の
少
年
が
化
粧
を
し
、
一
番

叟
、
二
番
叟
、
三
番
叟
を
務
め
る
も
の
で
、

能
の
翁
の
形
式
を
踏
ん
で
い
ま
す
。
布
袋

野
に
は
、
千
歳
に
相
当
す
る
稲
荷
と
い
う

役
が
あ
る
こ
と
、
立
役
が
登
場
後
必
ず
礼

式
を
行
う
こ
と
、
す
べ
て
の
配
役
が
青
年

で
あ
る
こ
と
、
女
装
す
る
役
が
あ
る
な
ど

の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
布
袋
野
の
三
番
叟
の
伝
承
経
路
や
そ
の

開
始
時
期
は
不
明
で
す
が
、
地
域
的
特
徴

を
よ
く
示
す
民
俗
芸
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
十
二
年
三
月
十
七
日
に
京
都
府
登
録

文
化
財
（
無
形
民
俗
）
に
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
な
お
本
年
は
、
京
丹
後
市
史
編
さ
ん
に

伴
う
調
査
と
し
て
、
帝
塚
山
大
学
の
赤
田

光
男
教
授
を
は
じ
め
学
生
の
み
な
さ
ん
が
、

四
月
八
日
の
夜
か
ら
祭
礼
当
日
の
九
日
に

か
け
て
調
査
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
赤
田
教

授
は
、
「
青
年
の
扮
す
る
稲
荷
・
翁
・
白

色
尉
・
黒
色
尉
の
優
美
・
荘
重
な
舞
は
、

春
の
到
来
を
告
げ
る
春
祭
り
の
華
で
あ
り
、

そ
の
姿
は
五
穀
豊
穣
や
村
内
安
全
を
約
束

す
る
先
祖
や
神
々
の
姿
と
な
っ
て
眼
に
焼

き
つ
い
た
」
と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 布袋野の三番叟 

ＪＦＡ（日本自動車連盟）中部・近畿ラリー選手権 
自慢のドライビングテクニックを競う 
ＪＦＡ（日本自動車連盟）中部・近畿ラリー選手権 
自慢のドライビングテクニックを競う 

　
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
に
よ

る
「
Ｊ
Ｆ
Ａ
（
日
本
自
動
車
連
盟
）

中
部
・
近
畿
ラ
リ
ー
選
手
権
」
の
第

二
戦
が
、
六
月
三
日
の
夕
刻
か
ら
四

日
の
早
朝
に
か
け
て
、
京
丹
後
市
内

を
会
場
に
開
か
れ
、
自
慢
の
愛
車
で

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
競
い

合
い
ま
し
た
。 

　
同
ラ
リ
ー
は
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
に
登
録
の
「
ホ

ワ
イ
ト
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」（
大
阪
府
交

野
市
）
と
「
Ｃ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
（
コ
ル
ト
モ

ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
大
阪
」（
大

阪
府
大
阪
市
）
の
主
催
に
よ
り
三
年

前
か
ら
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
二
部
門
、
四
ク
ラ
ス
に
四
十

三
台
が
参
加
。 

　
三
日
、
午
後
六
時
三
十
分
に
丹
後

あ
じ
わ
い
の
郷
（
弥
栄
町
鳥
取
）
を

一
分
置
き
に
ス
タ
ー
ト
し
た
参
加
者
は
、

決
め
ら
れ
た
速
度
で
走
る
コ
ー
ス
や
、

早
さ
を
競
う
コ
ー

ス
な
ど
三
ス
テ
ー

ジ
、
約
二
百
五
十

㌔
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
っ
て
、
ド
ラ
イ

バ
ー
と
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
が
息
を
合
わ

せ
な
が
ら
見
事
な

運
転
技
術
で
ゴ
ー

ル
を
め
ざ
し
ま
し

た
。
　 

　ボランティアグループ「虹色のたね」のみなさんに

ご協力いただき、5月14日に「春のお楽しみ会」を開

催しました。 

　手あそびから始まり、大型紙芝居「ぶたのたね」、

エプロンシアター「３び

きのやぎのガラガラド

ン」、ペープサート（紙

人形劇）「なにをたべたか

わかる？」など次々と楽

しいお話が続き、あっと

いう間の40分間でした。 

　パネルシアターの第一人者・阿部恵さんを迎え、６

月１日に、「あみの読み聞かせボランティアの会」の

主催により「読み聞かせ講演会」が開催されました。 

　今回は、「読み聞かせをもっと楽しく」をテーマに、

パネルシアターの楽しいお話の世界を教えていただく

など、会場は130人を超える多くの参加者で熱気にあ

ふれ、有意義な研修会

となりました。 

　市内に読み聞かせが

もっと広がるように、

今後もさまざまな取り

組みを行っていきたい

と考えています。 

　５月の第１日曜日に「春のおはなし会」を開催しま

した。大型絵本「月ようびはなにたべる？」により歌

いながらお話が進んだ後、エプロンシアター「ながぐ

つをはいたねこ」が登場。畑の場面からお城の中の場

面に変わったり、ポケットの中から大きな顔のライオ

ンが出てきたりしてみんなびっくり。エプロンの中の

世界へ引き込まれていました。 

　「夏のおはなし会」は7月23日（日）14：00からアグ

リセンター大宮

の１階で開催し

ます。工作教室

も行いますので、

ぜひお越しくだ

さい。 

　５月28日に「科学あそび教室」を開催し、70人を

超える親子で会場はいっぱいとなりました。 

　今回は、お父さんの参加も多く、みんなで楽しく飛

行機やブーメランを飛ばして遊びました。 

　図書館では、読み物

以外にも科学的な遊び

に興味を引き出すよう

な本も取りそろえてい

ます。次回は、秋に開

催する予定です。お楽

しみに。 

ネットで蔵書の検索ができます！ ネットで蔵書の検索ができます！ 
　ご自宅にインターネットができる環境があれば、久

美浜図書室以外の京丹後市図書館（室）のすべての蔵

書を検索できます。 

　市のホームページの「各種サービス」の「市立図書

館蔵書検索」をご利用ください。きっと読みたい本が

見つかるはずです。また、あみの図書館のホームペー

ジには、市のホームページからも接続でき、インター

ネットで本を予約することもできます。使い方など詳

しくは、図書館にお問い合わせください。 

探したい図書館（室）名

をクリックしてください 

利用カードの番号と誕生

日の入力が必要です 
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人口・世帯数 

男　　　31,085人 

女　　　33,499人 

計　　　64,584人 

世帯数　22,052世帯 

　　（６月１日現在） 

「和」の魅力を発信！！「和」の魅力を発信！！

華
や
か
な
作
品
の
数
々
が
来
場
者
を
魅
了 

　
市
で
は
、「
ち
り
め
ん
」・「
シ
ル
ク
」
の
高
付
加
価
値
化
や

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
中
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
「
着
物
」・「
ち
り
め
ん
」

の
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

優
雅
で
華
や
か
な 

ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た 

　府内における医師確保が困難な地域を支援するため京都府は、本年４月に

設立した「医師バンク制度」を初めて活用し、京丹後市立弥栄病院に産婦人

科医師を派遣するとともに関係経費の支援を行うと発表しました。 

　弥栄病院では、全国的な産婦人科医師不足を背景とした派遣元大学の医師

の引き揚げにより、やむなく４月からお産を休止していました。 

　そのような中、市や弥栄病院には市民のみなさんから再開への強い要望が

寄せられ、これを受け市では、医師確保に向け京都府をはじめ医療機関や大

学などに対して、懸命に協力を要請してきました。 

　このほど、山田京都府知事をはじめとする府行政当局の力強いご支援と関

係機関、医師などの温かいご協力のもと、数人の産婦人科医師に交代で勤務

していただけることになり、弥栄病院において７月中にも分べんの新規予約

が再開できる見通しとなりました。（詳細は、次号の広報紙でお知らせします） 

弥栄病院へ産婦人科医師を派遣弥栄病院へ産婦人科医師を派遣 

７月中旬をめどに 

弥栄病院へ産婦人科医師を派遣 
７月中旬をめどに 

お産の再開決定 お産の再開決定 
京都府の「医師バンク制度」活用第１号 京都府の「医師バンク制度」活用第１号 

き
も
の
交
流
会
展 

お
茶
屋
遊
び
を
体
験
す
る
会 

　
和
装
の
魅
力
を
地
元
の
み
な
さ
ん
に
も
っ
と
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
五
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日

の
三
日
間
、
「
京
丹
後
市
き
も
の
交
流
会
」（
松
村

信
男
代
表
世
話
人
・
二
十
二
人
）
の
み
な
さ
ん
が
、

着
物
展
示
・
即
売
会
「
き
も
の
交
流
会
展
」
を
丹

後
町
間
人
の
旅
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
交
流
会
展
は
、
昨
秋
の
「
き
も
の
サ
ミ
ッ
ト

ｉ
ｎ
京
丹
後
」
の
成
功
を
契
機
に
「
丹
後
ち
り
め

ん
」
の
魅
力
を
産
地
か
ら
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
初

め
て
開
催
。 

　
「
き
も
の
サ
ミ
ッ
ト
」
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
で
発
表
さ
れ
た
作
品
を
は
じ
め
、
会
員
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
最
先
端
を
い
く
逸
品
が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
「
和
」
の
魅
力
を
存

分
に
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
最
終
日
の
三
十
日
に
は
、
午
後
七
時
か

ら
着
物
姿
で
ピ
ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
を
楽

し
む
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
、
参
加
者
は
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
中
、
し
っ
と
り
と
し
た
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。 

　
代
表
世
話
人
の
松
村
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
『
丹
後
ち
り
め
ん
』
の
Ｐ
Ｒ
を
図

っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
着
物
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
和
の

伝
統
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
五
月
二
十

一
日
に
は
、
「
京
丹
後
市
き
も
の
交
流
会
」
の
メ

ン
バ
ー
で
、
呉
服
店
を
営
む
西
途
陽
子
さ
ん
（
網

野
町
浜
詰
）
と
着
付
け
講
師
の
谷
康
子
さ
ん
（
丹

後
町
間
人
）
が
、
祇
園
の
舞
妓
さ
ん
を
招
い
て
、

「
お
茶
屋
遊
び
」
を
体
験
す
る
会
が
、
網
野
町
浜

詰
の
旅
館
で
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
二
十
歳
代
か
ら
七
十
歳
代
ま
で
の

年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
な
着
物
に
身
を
包
ん
だ
二
十
八

人
が
参
加
。
京
都
・
祇
園
の
舞
妓
・
叶
明
（
か
の

あ
き
）
さ
ん
が
、
「
祇
園
小
唄
」
な
ど
京
舞
を
二

曲
披
露
し
た
後
、
舞
妓
が
身
に
つ
け
る
だ
ら
り
の

帯
や
か
ん
ざ
し
、
舞
妓
の
し
き
た
り
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
「
野

球
拳
」
や
「
お
餅
つ
き
」
な
ど
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
お
茶
屋
遊
び
で
、
和
の
伝
統
文
化
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

　
西
途
さ
ん
と
谷
さ
ん
は
「
着
物
を
た
く
さ
ん
の

か
た
に
着
て
い
た
だ
き
、
丹
後
に
来
た
ら
着
物
の

か
た
が
い
っ
ぱ
い
い
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
で
き

た
ら
う
れ
し
い
」、「
中
・
高
校
生
が
着
物
を
着
る

機
会
を
つ
く
る
な
ど
、
今
後
も
和
の
文
化
に
触
れ

る
計
画
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 


